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Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

しもつけBRANDフェア開催
～しもつけマルシェ～

　10月１日、道の駅しもつけにおいて、しもつけBRAND
フェアを開催しました。
　会場には市の特産品や文化財など、下野ブランドに認定
されている全32品目が並べられ、約千人のお客様が来場し
ました。お菓子や総菜などは試食・販売が行われ、「石橋
江戸神輿」の小川政次さんは拍子木に名入れをしてくださ
るなど会場は大いに盛り上がりました。

空手道選手権大会で準優勝
おめでとうございます

百歳おめでとうございます
９月で百歳を迎えました

　８月５・６日に開催された「文部科学大臣旗第17
回全日本少年少女空手道選手権大会」において、国
分寺小学校３年生の橋本理央さんが、３年生形の部
で見事準優勝を果たしました。
　３年生形の部は、47都道府
県から予選を勝ち抜いた93名
の精鋭が参加して行われまし
た。橋本さんは、ノーシード
ながら快進撃を続け決勝に進
出。決勝では惜しくも敗れま
したが、全国大会準優勝とい
う輝かしい成績を収めました。

　大槻みよ様（大正６年９月生）が百歳を迎えられ、
市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

高齢者叙勲を受章
おめでとうございます

市長特別賞を受賞
髙藤直寿　選手

　地方自治の
発展に尽くさ
れました戸田
讓一氏が、瑞
宝双光章を受
章されました。
　おめでとう
ございました。

【略歴】
昭和42年４月～昭和58年４月
　旧石橋町議会議員
昭和30年４月～現在
　旧石橋町、下野市学校薬剤師

　ブダペスト世界柔道選手権大会男子60キログラム級で優勝し
た髙藤直寿選手に、市長特別賞が贈られました。
　「リオ五輪の銅メダルが悔しくて自分が一番強いところを見
せたいと思い今回の世界選手権に臨んだ。落ち着いて試合がで
きたことが勝因。目標
は東京オリンピックで
金メダルを取ること」
と話す髙藤選手。その
力強い眼差しは、真っ
直ぐ東京オリンピック
を見据えています。
　今後の髙藤選手の活
躍を期待し、みんなで
応援しましょう。
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問
１　

歴
史
文
化
協
定
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災
害
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互
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定
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市
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都
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国
分
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市　

③
高
松
市

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

社会を明るくする運動推進委員会発足 地域ボランティア活動
ありがとうございます

　９月12日、市役所において「下野市社会を明るく
する運動推進委員会」設立総会が開催されました。
　委員会は非行や犯罪の予防や青少年の健全育成を
目的に、関係機関が協力・連携しながら、保護司、
更生保護女性会を中心に行われてきた「社会を明る
くする運動」をさらに推進するために組織化されま
した。

　９月19日に県理容生活衛生組合の青年部の方々が、
清掃ボランティアを行いました。
　県立石橋高校周辺から古山小までの文教通りでゴ
ミ拾いを行い、各地で収集したごみの量は、68キロ
にもなりました。
　青年部では、清掃ボランティアのほか、献血活動や
ドナルドマクドナルドハウスにおいても活動をしてい
ます。ボランティア活動を通じた地域貢献、ありが
とうございます。

市民活動補助事業市民活動補助事業
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Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

敬老会を開催しました
　９月15日に石橋体育センターにおいて、約700人の皆様にご来場い
ただき、敬老会が盛大に開催されました。また、三善英史さんの歌
謡ショーを楽しみました。
　会場では、久しぶりに会う友人などと話がはずむ光景も見られ、
みなさんの笑顔と拍手で盛りあがりました。
　これからもお元気でお過ごしください。
　また、金婚夫婦祝福会と８０２０運動表彰式併せて開催しました。

金婚夫婦祝福会を開催しました

８０２０（ハチマルニイマル）運動表彰

　お互いにいたわり励まし合い、家庭を支え社会に貢献してきたご夫婦を祝福するために、今年度結婚50周年
を迎える金婚夫婦を祝福しました。
　これからも末永くお元気でお過ごしください。

荒井 照男・トミ子　　稲見 勝実・靜江　　　岩永 博美・ミチ子　　大橋 一巳・米子　　岡田 安正・敦子
角田 竹男・惠美子　　笠野 富男・トシ　　　黒川 正美・和子　　　小林 幹二・コト　　佐々木 六郎・弘子
佐藤 善行・和枝　　　関口 博之・紀子　　　髙山 映・美代子　　　寺内 宏・好子　　　仲矢 勝也・桂子
塙 悦夫・美智子　　　星野 竹夫・千枝子　　谷田部 悅男・文子　　山家 佐久治・照子　山家 正行・喜美子
横島 弘・トヨ子　　　渡辺 竹蔵・イチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（敬称略　五十音順）

　小山歯科医師会と下野市の共催により、８０２０運動表
彰式を行ないました。８０２０運動とは、80歳になっても
自分の歯を20本以上保とうという運動です。
　今回は、８０２０達成者を市広報紙や歯科医院で募集し、
歯科診査を実施した39名の方が表彰されました。
　健康的な生活習慣を実践している人は歯の健康状態もよ
い人が多いといわれており、健康づくり推進の目標である
といえます。

安藤　　満枝 伊藤　　操子 伊藤　　佳男 稲葉　　雅光 上野　　ヨシ 臼井　セツ子
海老原　マキ 大越　　秀敏 折原　　利吉 柏木　　正江 菊地　　賢三 黒須　　紀子
小関　　貞子 佐藤　　義章 芝田　　照男 清水　　劭枝 関　　　博美 髙久　　　進
谷原　登世子 角田　　四郎 手塚　　　榮 富田　　昭三 豊田　　好明 中澤　サヨ子
中田　　フク 成田　　トシ 橋本　　　弘 長谷川マス子 平野　　貢作 武藤　　正治
村上　　　誠 栁　　　千枝 柳田　貴美子 𠮷長　　千鶴 

（敬称略　五十音順、掲載の許可を頂いた方のみ）

22組が表彰され、市長から祝詞と記念品が贈られました。
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糖
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で
一
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怖
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合
併
症　
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胃
潰
瘍　

③
心
筋

塞

し
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け
ク
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■申請資格
①高等学校（高等専門学校、中等教育学校の後期課程及び専修学校の高
等課程を含む）、大学（短期大学及び専修学校の専門課程を含む）に在
学または入学しようとする方
②学業成績が優秀で意欲があり、品行方正な方
※学業成績は５段階評定で 3.0（平均）以上
③経済的理由により修学が困難な方
※栃木県育英会の収入基準に準じています。
④確実な連帯保証人を２名付することができる方（うち１名は保護者）
※連帯保証人は、独立の生計を営んでいる満20歳以上の方で、市区町村
税を完納している方
⑤保護者が市内に１年以上住所を有する方
⑥他の機関から奨学金その他これに類するものの給付または貸付を受け
ていない方
■提出書類　必要書類をそろえ、教育総務課窓口までご持参下さい。
①下野市奨学金貸付申請書（様式第１号）
②出身学校長または在学校長の推薦調書（様式第２号）
③保護者の印鑑登録証明書
④連帯保証人の印鑑登録証明書
⑤保護者以外の連帯保証人が県外市外在住の場合は、所得証明書及び市区町村税納税証明書
■奨学生の選考
　下野市奨学金貸付審査会において審査を行い決定します。
■償還期間及び償還方法
　貸付期間の２倍または 2.5 倍の期間内に償還（年賦、
半年賦、月賦）
※奨学金は無利子ですが、返還が遅滞した場合は延滞
金がつきます。

■問い合わせ先
　教育総務課　☎（32）8917
　　  kyouikusoumu@city.shimotsuke.lg.jp

～下野市奨学生募集～～下野市奨学生募集～

高等学校奨学生
修学資金
月額２万円

大学等奨学生
修学資金
月額３万円
月額４万円
月額５万円

入学一時金
10万円

入学一時金
50万円
30万円
貸付対象外

 
＋

 
＋
＋
⇒

選 

択 

制

受付期間　11月１日（水）～ 12月 11日（月）

無利子の
貸付です

※入学一時金は修学資金とセットで貸付となります。
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シティプロモーション専用サイト「プチハピしもつけ」ができました！
■シティプロモーション事業とは？

■問い合わせ先
　総合政策課　☎（32）8886

シティプロモーション専用サイト「プチハピしもつけ」
http://www.shimosata.com/
「プチハピしもつけ」で検索

■サイト「プチハピしもつけ」とは？
　下野市は、とても暮らしやすく、環境に恵まれた土地
柄でありながら、「しものし」や「したのし」などと呼ば
れてしまうこともあり、全国での知名度は決して高いと
は言えません。シティプロモーション事業は、知名度向
上と、本市の暮らしやすさや魅力を発信することで、移
住・定住に向けた東京圏からの新しい人の流れをつくる
ことを目的としたPR事業です。

　「しもサタどっとこむ」をリニューアルしたシティプ
ロモーション専用サイトです。内容をより充実させ、若
い人の興味を引くデザインに一新し、サイト名も変更し
ました。下野市についてもっと知ってもらい、実際に
「来て」、自分の目で「見て」もらう。そして、最終的
に「住んで」もらいたい。そのようなきっかけとなるサ
イトを目指しています。

「プチハピしもつけ」には、こんな情報が掲載されています（メニューは全部で５つ）

①「下野市ってどんなところ？」
下野市の基本情報、交通の利便
性、歴史と先進医療、市内のイベ
ントなど、下野市の概要情報を
掲載！

③「下野人リアルボイス」
下野市にゆかりのある方を「下
野人」として取り上げ、下野市に
ついて生の声をお届け！

②「下野市に住もう」
行政情報、補助金制度、子育て
サポート制度、市内のエリア
情報など、下野市の暮らしに
関する情報をまとめています。

④「しもつけ散歩」
実際に下野市に足を運んでも
らうため、日帰りで楽しめる
市内のお散歩プランをご提案。

⑤「下野 SPOTナビ」
観光スポット、店舗、ブランド
品など市内の魅力を紹介。
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問
３　

家
庭
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ら
出
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用
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①
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め
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で
回
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し
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も
ら
う　

③
燃
や
す

し
も
つ
け
ク
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ズ

下野市を舞台としたアニメーションの制作が決定‼

2018年1月公開予定

■問い合わせ先　総合政策課　☎（32）8886©Tochigi Television

シティプロモーション専用サイト「プチハピしもつけ」にて、
最新情報をチェック！！ご期待ください！

　

下
野
市
観
光
大
使
で
あ
る
と

ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
瓜
田
瑠
梨
（
ま
ろ
に
☆

え
〜
る
）」と
、
下
野
市
出
身
で
飛

鳥
時
代
に
活
躍
し
た
「
下
野
古
麻

呂（
し
も
つ
け
の
こ
ま
ろ
）」が
ス

ト
ー
リ
ー
の
中
心
と
な
る
、
約
12

分
の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
サ

ク
ラ
ノ
チ
カ
イ
」
の
制
作
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
の
全
容
は
、
ま
だ

多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
の

活
躍
を
通
し
、
下
野
市
内
の
各
所

が
忠
実
に
描
か
れ
る
予
定
で
す
。

そ
し
て
、「
ま
ろ
に
☆
え
〜
る
」の

声
を
担
当
す
る
小
林
元
子
さ
ん

（
瓜
田
瑠
梨
役
）、
野
水
伊
織
さ
ん

（
春
崎
野
乃
花
役
）、
設
楽
麻
美
さ

ん（
堤
愛
実
役
）に
加
え
、
な
ん
と

「
下
野
古
麻
呂
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ボ
イ
ス
を
担
当
す
る
の
は
、

「
輝
け
下
野
エ
ー
ル
大
使
」
を
務

め
て
い
る
声
優
・
下
野
紘
さ
ん

と
い
う
豪
華
な
声
優
陣
で
お
届

け
し
ま
す
。

　

今
後
、
様
々
な
機
会
で
ア
ニ
メ

作
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
展

開
予
定
で
す
。ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
か
ら
、

注
目
が
集
ま
り
そ
う
で
す
。続
報

に
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

下野市をエール!!かんぴょうをエール!いちごをエール!ぎょうざをエール!

堤　愛実
（声優：設楽麻美さん）

春崎　野乃花
（声優：野水伊織さん）

瓜田　瑠梨
（声優：小林元子さん）

下野古麻呂
（声優：下野紘さん）

「東の飛鳥」
下野市に古麻呂が現る!?
時代を超えた強い想い!?

こ    ま    ろ

下野市シティプロモーション用アニメ

登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

下
野
市
観
光
大
使

瓜
田 

瑠
梨

下
野
古
麻
呂
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国
内
交
流
協
会

会
員
募
集
中
！

　

市
国
内
交
流
協
会
は
、
平
成

22
年
７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
を
主
体
と
し
た
幅
広
い

分
野
で
の
国
内
交
流
を
推
進
し
、

相
互
理
解
と
友
情
を
深
め
、
地

域
間
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
方
は
、
高
松
市
と
の

交
流
事
業
に
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
毎
年
８
月
に
は
、
高
松
市

か
ら
小
学
生
交
流
団
が
下
野
市

を
訪
問
し
、
会
員
の
方
に
交
流

会
で
お
出
し
す
る
下
野
市
産
の

か
ん
ぴ
ょ
う
や
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

国
内
交
流
事
業
に
興
味
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
年
会
費

・
個
人
会
員

　

１
口　

１
，
０
０
０
円

・
法
人
会
員

　

１
口　

３
，
０
０
０
円

・
団
体
会
員

　

１
口　

５
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
下
野
市
国
内
交
流
協
会
事
務
局

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

野
国
分
寺
跡
、
風
土
記
の
丘
資
料

館
、
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、
道
の

駅
を
見
学
し
、
下
野
市
の
魅
力
に

ふ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
団
の
相
互
派
遣
に
よ
り
、

両
市
の
子
ど
も
た
ち
の
友
情
の
輪

が
広
が
り
、
両
市
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
松
市
の
国
分
寺
北
部
小
、
南

部
小
の
児
童
と
の
発
表
交
流
、
讃

岐
国
分
寺
跡
等
の
貴
重
な
歴
史
遺

産
の
見
学
、
讃
岐
国
分
寺
交
流
協

会
の
方
々
の
ご
好
意
に
よ
る
地
引

網
体
験
な
ど
に
よ
り
、
讃
岐
国
分

寺
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
風
土
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
17
日
か
ら
18
日
の

2
日
間
、
高
松
市
讃
岐
国
分
寺
小

学
生
交
流
団
23
名
が
下
野
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。
友
愛
館
で
開
催
さ

れ
た
歓
迎
会
で
は
、
市
国
内
交
流

協
会
の
役
員
の
方
々
に
よ
り
、
市

内
で
採
れ
た
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
夏
野
菜
カ
レ
ー
や
か
ん

ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
松
市

交
流
団
か
ら
の
発
表
や
「
下
野
市

ふ
る
さ
と
か
る
た
取
り
」
な
ど
に

よ
る
両
市
派
遣
団
相
互
の
交
流
会

が
も
た
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
下

な
ぜ
、
交
流
？

　

市
で
は
、
国
内
交
流
・
国
際
交

流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
自
治
基
本

条
例
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

36
条
で
、
歴
史
や
文
化
を
共
有

す
る
国
内
の
市
町
村
と
交
流
し
、

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
37
条
で
は
、
国
際
交
流

の
文
化
を
大
切
に
し
、
市
民
の
国

際
交
流
活
動
の
支
援
に
努
め
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

国
内
交
流

〜
「
国
分
寺
」
か
ら

始
ま
っ
た
友
情
〜

　

香
川
県
高
松
市
と
の
交
流

■
交
流
の
き
っ
か
け

　

市
が
発
足
す
る
前
の
平
成
13
年

当
時
、
栃
木
県
と
香
川
県
に
全
国

で
二
つ
だ
け
、「
国
分
寺
」
を
冠

す
る
町
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
縁

で
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
中

心
と
し
た
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
市
町
村
合
併
と
そ
の
後
の
交
流

　

両
国
分
寺
町
は
偶
然
に
も
同
じ

日
の
平
成
18
年
１
月
10
日
、
そ
れ

ぞ
れ
下
野
市
と
高
松
市
と
し
て
合

併
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
も
毎
年
小
学
生
を
中
心

と
し
た
交
流
が
続
き
、
平
成
25
年

６
月
に
は
、
下
野
市
と
高
松
市
と

の
間
で
歴
史
文
化
交
流
協
定
と
災

害
時
相
互
支
援
協
定
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

■
今
年
の
小
学
生
交
流

　

８
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３

日
間
、
下
野
市
国
内
交
流
協
会
の

川
俣
一
由
副
会
長
を
団
長
に
市
内

の
小
学
６
年
生
20
人
を
含
む
24
名

が
親
善
交
流
団
と
し
て
高
松
市
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

国
内
交
流
・
国
際
交
流

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
協
働
推
進
課　

☎（
32
）８
８
８
７讃岐国分寺跡を見学

瀬戸内での地引網を体験

友愛館での歓迎会ふるさとかるたで交流
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問
４　

住
宅
に
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
か
？　

①
あ
る　

②
な
い

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

業
を
受
け
た
ほ
か
、
茶
道
、
弓
道
、

浴
衣
着
付
け
な
ど
の
日
本
文
化
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
医
科
大
学
や
小
山

工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
と
の

交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
学
生
生
活

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
な
ど
、

お
互
い
に
と
っ
て
実
り
あ
る
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
広
報
し
も
つ
け
６
月
号

で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
を
お
世

話
し
て
い
た
だ
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　

ド
イ
ツ
と
の
交
流
②

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生

■
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
と
の
交
流

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
は
、
ド
イ
ツ
の

南
部
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ス
イ
ス

の
山
岳
地
帯
を
望
む
、
人
口
約
１

３
５
万
人
の
商
工
業
都
市
で
す
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
は
、
18
学
部
に

約
４
４
，
０
０
０
人
の
学
生
が
学

ん
で
い
る
総
合
大
学
で
す
。

　

大
学
で
日
本
語
の
ク
ラ
ス
に
所

属
し
て
い
る
学
生
が
、
日
本
語
や

日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め
、
毎
年
８

月
、
下
野
市
に
２
週
間
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
い
ま
す
。

　

24
回
目
と
な
る
今
年
は
、
７
名

の
学
生
が
下
野
市
に
滞
在
し
ま
し

た
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
日
本
語
の
授

■「
石
橋
」か
ら
始
ま
っ
た
交
流

　

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
に
は
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
（
日

本
語
で
石
橋
の
意
味
）
と
い
う
地

区
が
あ
り
ま
す
。
交
流
の
始
ま
り

は
、
獨
協
大
学
名
誉
学
長
石
橋
長

英
博
士
（
故
人
）
が
旧
石
橋
町
に

橋
渡
し
を
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
４
月
に
姉
妹
都
市
と

な
り
、
合
併
後
も
交
流
が
続
き
、

今
年
で
42
年
目
に
な
り
ま
す
。

■
中
学
生
相
互
派
遣
事
業

　

３
年
に
１
回
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
の
事
業
で
は
、
い
ま
ま
で
下
野

市（
旧
石
橋
町
）か
ら
８
回
、デ
ィ
ー

ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
か
ら
６
回
、
中
学

生
が
相
互
派
遣
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
の

学
校
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
国
際
感

覚
を
養
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、こ
の
派
遣
を
き
っ

か
け
に
、
留
学
や
国
際
的
な
職
業

を
目
指
す
学
生
も
い
て
、
世
界
に

羽
ば
た
く
人
材
の
育
成
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
８
月
20
日
〜
26
日
の
期

間
、
市
内
中
学
校
に
在
籍
す
る
中

学
生
13
名
が
姉
妹
都
市
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
は
、
姉

妹
都
市
の
中
学
生
が
下
野
市
を
訪

問
す
る
予
定
で
す
。

 
国
際
交
流

〜
１
万
キ
ロ
を
結
ぶ

友
好
の
架
け
橋
〜

　
ド
イ
ツ
と
の
交
流
①

　

姉
妹
都
市

　

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル

■
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
は

　

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
は
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
中
部
の
ヘ
ッ

セ
ン
州
、
広
大
な
森
林
地
帯
の
中

に
あ
る
自
然
豊
か
な
美
し
い
町
で

す
。
人
口
は
約
６
千
人
（
下
野
市

の
10
分
の
１
）、
面
積
は
約
37
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
下
野
市
の
約

半
分
）
で
す
。

国
際
交
流
協
会

会
員
募
集
中
！

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す
と
、

年
に
３
回
発
行
さ
れ
る
会
報（
い

ろ
い
ろ
な
行
事
の
案
内
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）
が
届
く

ほ
か
、
語
学
講
座
の
受
講
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
有
料

で
す
）。
ま
た
、
国
際
交
流
員
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
協
会
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
に
お
安
い
会
員
料
金
で

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

外
国
や
国
際
交
流
に
ご
興
味

の
あ
る
方
、
外
国
人
と
交
流
し

て
み
た
い
方
は
ぜ
ひ
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

・
個
人
会
員

　

１
口　

１
，
０
０
０
円

・
学
生
会
員

　

１
口　

５
０
０
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員 

　

１
口　

２
，
０
０
０
円

・
法
人
会
員

  

１
口　

５
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

緑豊かな丘陵に囲まれたディーツヘルツタールの風景

姉妹都市の石橋庭園で記念撮影

ふくべ細工作り体験

広報しもつけ　2017.11
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【
正
解
は
】
①　

詳
し
く
は
、
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問い合わせ先 総合政策課　☎（32）8886

※皆様に楽しんでいただけますよう、男女の人数差が出ないよう
に設定していますので、キャンセルのないよう、ご理解とご協力
をお願いします。

■壬生バンダイミュージアム■ ■下野市グリムの森■
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問
５　

イ
ク
ボ
ス
と
は
？　

①
育
児
を
す
る
ボ
ス　

②
育
児
を
応
援
す
る
ボ
ス　

③
育
児
さ
れ
る
ボ
ス

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

①南河内第二中学校（吹奏楽）
②野ばら幼稚園（お遊戯）
③夢クラブ国分寺（ダンス）
④ダルク（琉球太鼓）
⑤石橋消防（ＡＥＤデモンストレーション）
⑥プリティーエンジェル＆スピードスター（ダンス）
⑦ハイツフローレンス（アカペラ）
⑧シモツケ、ワンクッション、（お笑いライブ）
⑨焼肉弁当（ジャズ演奏）
⑩石橋旭町とこども教室（お囃子）

広報しもつけ　2017.11
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【
正
解
は
】
②　
詳
し
く
は
、
41
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

■
費
用

　
３
，
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、１
，５
０
０
円
）

■
講
師

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

　
11
月
17
日
㈮
18
日
㈯
の
２
日
間
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
来

館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
は
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
の
物
を
使
用
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

・
11
月
６
日
㈪

・
12
月
４
日
㈪

　
午
後
１
時
～
２
時

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
で

は
が
き
作
成
）
受
講
者
募
集

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と
下

野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業
に
よ

り
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
機
能
を

使
っ
て
、
素
敵
な
年
賀
状
や
往
復

は
が
き
を
作
成
し
た
い
方
、
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
便
利
な
は
が
き
作

成
ス
キ
ル
を
、
こ
の
機
会
に
習
得

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
時　
11
月
27
日
㈪
・
28

日
㈫
・
30
日
㈭
、
12
月
１
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　
15
名
（
先
着
順
）

■
対
象
者

　
文
字
入
力
が
で
き
る
方

■
テ
キ
ス
ト

　
Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
ワ
ー
ド
と
エ
ク

セ
ル
で
プ
ロ
並
み
は
が
き
作
成
」

■
相
談
受
付

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

下
野
市
小
中
学
校
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
し
た

　
９
月
30
日
、
市
内
12
小
中
学
校

（
合
唱
９
団
体
、
合
奏
７
団
体
）

が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
一
生
懸
命
披
露
し
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
石
橋
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
る
、「
下

野
市
の
歌
」
を
み
ん
な
で
大
合
唱

し
ま
し
た
。

　
主
催
：
下
野
市
小
中
学
校
音
楽

祭
実
行
委
員
会

　
栃
木
県
で
は
、“

子
ど
も
を
育

む
た
め
の
大
人
の
基
本
理
念
や
行

動
指
針
〝
と
し
て
、
平
成
22
年
2

月
に
「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲

章
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
憲
章
は
、
県
民
が
力
を
合

わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育

て
て
い
く
た
め
に
、
大
人
が
具
体

的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
分
か
り
や

す
く
示
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持

ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
成
長
す

る
た
め
に
、
是
非
、
私
た
ち
大
人

が
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章

　
　
～
大
人
の
責
任
と
役
割
～

　
　
　
　
　
　
憲
章
の
理
念
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

とちぎの子ども育成憲章
明日を担う子どもたちが　夢と希望を持ち

　心豊かでたくましく成長することは　県民すべての願いです

わたしたちは　子育てに積極的にかかわり

　　　子どもたちをみんなで育てていく決意を込め

　　　　　　　　　　　　　　　　　ここに憲章を制定します

わたしたちは

一　子どもたち一人ひとりを尊重し命を大切にします

一　子どもたちとのかかわりを深め

　　　　　　　　　　　　　思いやりの心をはぐくみます

一　子どもたちとともに　学び　喜び　励ましあい

　　　　　　　　　　社会の一員としての自覚を育てます

一　一人ひとりが子どもたちの手本となるよう行動します

一　とちぎの豊かな自然　伝統　文化を守り

　　　　　　　　　　　　　　子どもたちに引き継ぎます

平成22年２月９日　栃木県
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「
違
い
」と
正
し
く
関
わ
り
、「
違

い
」
を
受
け
入
れ
て
、「
違
い
」

を
力
に
か
え
る
。

　
価
値
観
の
多
様
性
が
、
新
た
な

豊
か
さ
や
活
力
を
生
み
出
す
こ
と

を
、
ご
自
身
の
体
験
談
と
共
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
２
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
開
場
１
時
～
）

■
会
場

　
国
分
寺
公
民
館

■
定
員　
１
５
０
名

■
入
場
料　
無
料

■
そ
の
他

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

　
事
前
申
込
不
要

　
要
約
筆
記
あ
り

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
親
日
国
ス
リ
ラ
ン
カ
、
世
界
遺

産
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
市
生
ま
れ
。

　
高
校
生
の
時
に
父
が
家
を
担
保

に
し
て
拵
え
て
く
れ
た
７
万
円
と

片
道
切
符
を
手
に
留
学
の
た
め
に

来
日
、
第
二
の
人
生
が
ス
タ
ー
ト
。

　
日
本
で
留
学
生
と
し
て
第
１
号

と
な
る
新
聞
奨
学
生
を
し
な
が
ら

文
武
両
道
の
大
学
生
生
活
を
送
る
。

８
０
０
名
を
超
え
る
同
期
生
の
中

か
ら
学
部
総
代
で
卒
業
。
経
済
学

博
士
号
を
取
得
。

　
現
在
は
、
大
学
で
教
鞭
を
と
る

傍
ら
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で

活
躍
。

　
日
本
国
籍
取
得
。
二
児
の
父
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎（
32
）８
９
１
９

講師　にしゃんた氏

人
権
教
育
講
演
会

～
違
い
を
楽
し
み
、
力
に
か
え
る
～
　
「
最
近
の
人
権
問
題
」
を
テ
ー

マ
に
最
近
の
社
会
課
題
と
な
っ
て

い
る
人
権
問
題
に
焦
点
を
当
て
た

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
１
回
の
受
講
も
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
・
内
容

　
全
４
回
、

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
11
月
21
日
㈫

・
演
題

「
地
域
に
広
が
る
子
ど
も
若
者
支

援
～
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る
理

解
を
広
め
る
た
め
に
は
～
」

・
講
師　
一
般
社
団
法
人　
栃
木

県
若
年
者
支
援
機
構　
代
表
理
事

　
中
野
謙
作
氏

○
12
月
19
日
㈫

・
演
題

「
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街
に
」

・
講
師

　
毎
日
新
聞
論
説
委
員

　
野
澤
和
弘
氏

○
平
成
30
年
１
月
16
日
㈫

・
内
容
「
人
権
に
対
す
る
理
解
」

・
講
師　
下
都
賀
教
育
事
務
所

ふ
れ
あ
い
学
習
課　
副
主
幹

　
植
木
裕
子
氏

○
平
成
30
年
１
月
30
日
㈫

・
内
容

「
発
達
障
害
に
対
す
る
理
解
」

・
講
師　
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

教
育
学
研
究
科　
准
教
授

　
司
城
紀
代
美
氏

■
場
所

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　
各
回
40
名
（
先
着
順
）

■
費
用

　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で

生
涯
学
習
文
化
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日

　
各
回
１
週
間
前
ま
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
文
化
課

　
☎
（
32
）
８
９
１
９

　

（
32
）
８
６
１
０

市
民
人
権
講
座
開
講
の
お
知
ら
せ
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予
防
接
種
に
つ
い
て

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
高
齢

者
肺
炎
球
菌
・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
小
金
井
中

央
病
院
（
☎（
44
）７
０
０
０
）
で

も
接
種
可
能
で
す
。
事
前
に
電
話

予
約
を
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
る
力
＝
生
き
る
力

を
育
む

　
「
食
育
」
と
は
、
様
々
な
経
験

を
通
じ
て
、「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を

育
む
こ
と
で
す
。
食
べ
る
こ
と
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
続
く
基
本
的
な

営
み
で
す
か
ら
、
子
供
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
「
食

育
」
は
重
要
で
す
。
健
康
的
な
食

の
あ
り
方
を
考
え
る
と
と
も
に
、

だ
れ
か
と
一
緒
に
食
事
や
料
理
を

し
た
り
、
食
べ
物
の
収
穫
を
体
験

し
た
り
、
季
節
や
地
域
の
料
理
を

味
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
食
育
を

通
じ
た
「
実
践
の
環
（
わ
）」
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

夜
間
や
休
日
に
お
け
る

救
急
医
療
の
ご
案
内

　

比
較
的
症
状
の
軽
い
病
気
や
怪

我
の
際
は
、
一
次
救
急
医
療
機
関

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
所
在
地

　

小
山
市
神
鳥
谷
２
２
５
１‒

７

（
小
山
市
健
康
医
療
介
護
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
内
）

■
診
療
日
時
・
診
療
科
目

平
日
・
土
曜
日

　

午
後
７
時
～
10
時

　

内
科
・
小
児
科

日
曜
、
祝
日
、
振
替
、
年
末
年
始

（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
５
時
、
午
後
６
時
～
９
時

　

内
科
・
小
児
科

※
内
科
医
等
が
小
児
科
の
診
療
を

担
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

夜
間
休
日
急
患
診
療
所

　

☎（
39
）８
８
８
０

■
所
在
地

　

小
山
市
神
鳥
谷
２
２
５
１‒

７

（
小
山
市
健
康
医
療
介
護
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
内
）

■
診
療
日
時

日
曜
、
祝
日
、
振
替
、
年
末
年
始

（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
午
後
４
時

※
①
と
②
い
ず
れ
も
受
付
終
了
時

間
は
診
療
終
了
15
分
前
ま
で
と
な

り
ま
す
。
必
ず
保
険
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
夜
間
休
日
急
患
診
療
所
、
休
日

急
患
歯
科
診
療
所
を
カ
ー
ナ
ビ
で

検
索
す
る
場
合
は
、
移
転
前
の
小

山
市
民
病
院
が
表
示
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
住
所
か
ら
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

休
日
急
患
歯
科
診
療
所

　

☎（
39
）８
８
８
１

　

小
山
管
内
の
６
医
療
機
関
の
う

ち
、
１
日
２
医
療
機
関
が
交
代
で

診
療
を
行
い
ま
す
。

■
診
療
日
時

休
前
日
、
年
末
年
始
以
外
の
毎
日

　

午
後
５
時
～
翌
日
午
前
９
時

休
前
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日

～
１
月
２
日
）

　

午
後
５
時
～
翌
日
午
前
５
時

※
毎
月
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い（
今

月
は
42
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

※
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
事
前
に

病
院
へ
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
問
い
合
わ
せ
先

・
小
金
井
中
央
病
院

　

☎（
44
）７
０
０
０

・
石
橋
総
合
病
院

　

☎（
53
）１
１
３
４

・
小
山
整
形
外
科
内
科

　
（
小
山
市
雨
ヶ
谷
７
５
３
）

　

☎（
31
）１
３
３
１

・
杉
村
病
院

　
（
小
山
市
城
山
町
２‒

７‒ 

18
）

　

☎（
25
）５
５
３
３
・
５
５
３
４

・
光
南
病
院

　
（
小
山
市
乙
女
７
９
５
）

　

☎（
45
）７
７
１
１

・
野
木
病
院

　
（
野
木
町
友
沼
５
３
２
０‒

２
）

　

☎
０
２
８
０（
57
）１
０
１
１

H
ea

lth
 Information

保健便り Health Information
ヘルスインフォメーション

お
知
ら
せ

①
夜
間
休
日
急
患
診
療
所

②
休
日
急
患
歯
科
診
療
所

③
在
宅
当
番
医
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フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ・
パ
パ

教
室
（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ
の

た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が
迎
え

ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
楽

し
く
送
れ
る
よ
う
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で

の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
日
時　
11
月
22
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　
骨
盤
体
操
、
妊
娠
中

の
生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

■
日
時　
12
月
７
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
産
後
の
生
活
に

つ
い
て
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
出
産
予
定
日
が
平

成
30
年
１
月
～
３
月
の
方

■
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め
の

飲
み
物
・
ス
リ
ッ
パ

※
お
父
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
方
は

父
子
手
帳
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
２
日
前
ま
で

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い

思
い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
精
神
科
医
の
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
28
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

※
11
月
21
日
㈫
ま
で
に
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
場
所　
健
康
増
進
課

■
相
談
員　
精
神
科
医

■
料
金　
無
料

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
理

士
・
保
育
士
等
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
20
日
㈪

　

午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員　
心
理
士
・
保
育
士

■
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
日
時　
11
月
20
日
㈪

　

午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策
の
た

め
に
入
館
者
登
録
（
名
札
代
）
３

１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

小
山
地
区
医
師
会
主
催

市
民
公
開
講
座

■
日
時　
11
月
26
日
㈰

　

午
前
11
時
～
正
午

■
場
所　
き
ら
ら
館

■
定
員　
１
０
０
名
程
度

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
演
題

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
養
生
訓

■
講
師　
地
方
独
立
行
政
法
人

新
小
山
市
民
病
院
理
事
長・病
院
長

　

島
田　

和
幸
先
生

※
し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

対
象
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

へ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ

ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
29
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
～
10
時
）

※
血
圧
測
定
を
し
ま
す
の
で
、
10

時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

平
成
29
年
４
・
５
月
生
ま
れ
の
生

後
６
～
７
か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　
母
子
手
帳

■
内
容

・
自
分
や
家
族
の
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
よ
う

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
締
切　
11
月
22
日
㈬

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

相
　
　
談

11
月
は
糖
尿
病
予
防
・
重

症
化
防
止
強
化
月
間
で
す

●
糖
尿
病
は
痛
み
な
ど
の
自

覚
症
状
が
無
い
た
め
放
置
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
糖

尿
病
で
一
番
怖
い
の
は
合
併

症
で
す
。

　

合
併
症
の
一
つ
で
あ
る
腎

症
は
、
人
工
透
析
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

下
野
市
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
人
工
透
析
患
者
の

う
ち
62
．
２
％
が
糖
尿
病
に

罹
患
し
て
い
ま
す
。

●
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に

①
菓
子
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

の
、嗜
好
品
の
摂
り
す
ぎ
が
、

血
糖
値
を
上
げ
る
原
因
の
一

つ
と
な
り
ま
す
。
嗜
好
品
は

時
間
と
量
を
決
め
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。

②
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
た

べ
ま
し
ょ
う
。特
に
、主
食
の

減
ら
し
す
ぎ
は
、
嗜
好
品
の

食
べ
過
ぎ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を

受
診
し
、
自
分
の
健
康
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
こ
っ
と

健
康
メ
モ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

レ
ッ
ス
ン
１

レ
ッ
ス
ン
２

レ
ッ
ス
ン
１
〜
２
共
通
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環境トピ
ックス

■問い合わせ先■　環境課　☎（32）8898

環境トピッ
クス

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
直
接
搬
入
日
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
11
月
11

日
㈯
は
直
接
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

代
わ
り
に
11
月
18
日
㈯
が
直
接
搬

入
可
能
と
な
り
ま
す
。
11
月
25
日

㈯
は
通
常
通
り
直
接
搬
入
可
能
で

す
。ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原

か
ら
の
お
知
ら
せ

～
石
橋
地
区
の
皆
様
へ
～

　

11
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮
の
期
間
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
で
破
砕
機

の
修
繕
工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
、

可
燃
性
粗
大
ご
み
（
家
具
類
、
ふ

と
ん
等
）
の
直
接
搬
入
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
年
末
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

ご
み
の
早
め
の
搬
入
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

小
型
家
電
を
回
収
し
て
い
ま
す

　

使
用
済
み
の
小
型
家
電
の
回
収

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

黄
色
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
目
印

で
す
。

■
回
収
場
所

　

市
役
所
（
東
側
入
口
付
近
）

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

南
河
内
図
書
館

　

石
橋
公
民
館

■
回
収
で
き
る
使
用
済
み

　
小
型
家
電

　

投
入
口
（
縦
15
㎝
×
横
30
㎝
）

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

主
に
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
音
楽
プ

レ
ー
ヤ
ー
、
ゲ
ー
ム
機
、
電
子
辞

書
、
電
卓
、
時
計
、
電
気
カ
ミ
ソ

リ
、
電
気
バ
リ
カ
ン
、
電
動
歯
ブ

ラ
シ
、
懐
中
電
灯
な
ど
の
家
庭
で

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
小
型
家
電
と

そ
の
付
属
品
類（
リ
モ
コ
ン
、ケ
ー

ブ
ル
、
充
電
器
等
）
で
す
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目

（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
）

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
使
用
済
み
小
型
家
電
以
外
の
ご

み
は
回
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
お
う
！

　

普
段
の
買
い
物
で
も
ら
え
る
レ

ジ
袋
は
、
買
っ
た
商
品
を
入
れ
て

家
に
持
ち
帰
っ
た
あ
と
は
ど
う
し

て
い
ま
す
か
？
そ
の
ま
ま
捨
て
て

し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
使
い
捨
て
を
減
ら

す
方
法
と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し

使
え
る
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
ご

み
に
な
る
レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
環
境
に

や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た
め
、

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ

て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
ラ
ン
ド
セ
ル
（
男
児
用
・
黒
）・

エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
た
ん
す
・
水
槽
・

自
転
車（
14
イ
ン
チ
、16
イ
ン
チ
）・

各
季
節
向
け
女
児
用
子
ど
も
服

（
90
㎝
か
ら
95
㎝
）・
そ
ば
打
ち

セ
ッ
ト

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
女
児
服
（
１
３
０
㎝
か
ら
１
５

０
㎝
）・
男
児
服
（
１
１
０
㎝
か

ら
１
３
０
㎝
）・
ブ
ロ
ッ
ク
お
も

ち
ゃ
・
国
分
寺
東
小
体
育
着
（
１

４
０
㎝
・
１
５
０
㎝
）・
国
分
寺

中
制
服
・
国
分
寺
中
体
操
着
（
男

女
）・
自
転
車
中
学
通
学
用
・
自

転
車
（
22
イ
ン
チ
、
24
イ
ン
チ
男

女
）・
室
内
子
ど
も
用
遊
具
・
家

庭
用
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
（
中

型
）・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
英
語
教

材
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環境トピ
ックス

　

ご
み
の
資
源
化
の
た
め
、
平
成

30
年
１
月
か
ら
廃
食
用
油
の
回
収

を
始
め
ま
す
。
回
収
場
所
は
市
役

所
、
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、

石
橋
公
民
館
、
南
河
内
公
民
館
と

な
り
ま
す
。

○
回
収
で
き
る
油

　

サ
ラ
ダ
油
、
菜
種
油
、
ベ
ニ
バ

ナ
油
、
コ
ー
ン
油
、
ご
ま
油
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
の
植
物
性
油

※
消
費
・
賞
味
期
限
の
切
れ
た
植

物
性
油
も
回
収
し
ま
す
。
未
開
封

の
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
に
入
っ

た
油
は
未
開
封
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

×
回
収
で
き
な
い
油

　

ラ
ー
ド
、
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物

性
油

　

機
械
油
、
灯
油
、
軽
油
、
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
鉱
物
油

　

弁
当
屋
、調
理
施
設
、ス
ー
パ
ー

な
ど
の
事
業
活
動
か
ら
出
る
油

※
持
参
さ
れ
て
も
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
ま
す
。

■
油
の
出
し
方

　

ご
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
天
ぷ
ら

油
な
ど
の
廃
食
用
油
を
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
、
ふ
た
を
し
っ
か
り

閉
め
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

•
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
油
カ
ス
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
取
り
除
い

た
油
カ
ス
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

•

市
販
の
油
凝
固
剤
で
固
め
た
油

も
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

•

ガ
ラ
ス
ビ
ン
は
破
損
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

•

戸
別
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
回
収
場
所

　

市
役
所
（
東
側
入
口
付
近
）

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

南
河
内
公
民
館

　

石
橋
公
民
館

■
回
収
方
法

　

各
回
収
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
廃
食
用
油
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
雑
紙
の

分
別
に
ご
協
力
を

　

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
ご
み
の
中
に
は
、
紙
類
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。資
源
ご
み（
雑

紙
）
と
し
て
正
し
く
分
別
す
れ
ば
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
、
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
紙
類

　

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
は

が
き
、
封
筒
、
メ
モ
用
紙
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
プ
リ
ン
ト
、
折
り
紙
、

画
用
紙
、
菓
子
・
食
品
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
日
用
品
な
ど
の

紙
箱
、
紙
製
包
装
紙
・
紙
袋　

等

■
分
別
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

汚
れ
た
紙
類
（
使
用
済
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
）、
写

真
、
ア
ル
ミ
箔
の
紙
、
防
水
加
工

さ
れ
た
紙
コ
ッ
プ
・
紙
皿
、
感
熱

紙
、
レ
シ
ー
ト
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、

シ
ー
ル
台
紙
、
圧
着
ハ
ガ
キ　

等

■
紙
ご
み
の
出
し
方

•

紙
ご
み
は
古
封
筒
や
紙
袋
に
入

れ
て
、
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
し

て
資
源
ご
み
（
雑
紙
）
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

•

個
人
情
報
を
含
む
紙
は
「
塗
り

つ
ぶ
す
」「
情
報
を
切
り
取
り
燃

や
せ
る
ご
み
に
出
す
」
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

•

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
化
し
た
紙
は
、

半
透
明
か
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
、
資
源
ご
み
（
雑
紙
）
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」
運
用
中

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」
を
通
し
て
、
ご

み
の
分
別
方
法
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
を

利
用
し
て
ご
み
の
回
収
日
を
調
べ

た
り
、
通
知
機
能
を
利
用
し
て
回

収
日
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
り
と
、

ご
み
の
処
理
に
役
立
つ
機
能
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　iO
S

用Q
R

コ
ー
ド

　Andoroid

用Q
R

コ
ー
ド

家
庭
か
ら
出
た
廃
食
用
油
を
回
収
し
ま
す

紙ごみの出し方

対象となる紙類
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国民年金だより

は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以

外
（
携
帯
電
話
な
ど
）
か
ら
お
か

け
に
な
る
場
合
は
通
常
の
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

・
「
03（
６
６
３
０
）２
５
２
５
」
の

電
話
に
お
か
け
に
な
る
場
合
に
は
、

通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

・「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」

を
省
略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ

け
た
り
し
て
間
違
い
電
話
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番

号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

「
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４
」

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合

「
03（
６
６
３
０
）２
５
２
５
」

受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
３
月

15
日
㈭

受
付
時
間

・
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
の
際
の
注
意

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固

定
電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

対
象
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追

納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、
年
金

証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
の
他
、

相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

予
約
時
間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ

き
総
合
相
談
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ

る
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
予
約
申
込
電
話
番
号

　

☎
０
２
８
２（
22
）４
６
９
７

※
電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
2

日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

年
金
相
談（
予
約
制
）

　

栃
木
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約

制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
予
約
申
込
方
法

・
年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
相
談

希
望
日
１
か
月
前
か
ら
お
電
話
、

ま
た
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、

相
談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、
基
礎

年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
等
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
予
約
時
間
帯

・
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時※
予
約
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望
の

日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所

☎0282（22）4131
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新
・
下
野
市
風
土
記

新
・
下
野
市
風
土
記

新・下野市風土記

少
な
い
方
が
い
い
数
字
は

　

交
通
事
故
と
病
気
の
患
者
数
で
す
が
、
生
活
習
慣

病
の
中
で
も
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
、
治
療
中
の
方
は

読
者
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
日

本
人
の
中
で
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
た
方
の
数
は
、
平

成
26
年
に
１
，０
１
１
万
人
と
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
分
の
と
り
過
ぎ
が
高
血
圧
の
原
因
の
一
つ
に
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
発
表
さ
れ
た
塩
分

の
摂
取
量
は
、
男
性
は
１
１
・
１
ｇ
、
女
性
は
９
・

４
ｇ
で
、
理
想
的
な
摂
取
量
は
男
性
が
８
ｇ
、
女
性

が
７
ｇ
、
推
奨
値
は
６
ｇ
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
既

往
の
症
状
に
よ
り
数
値
は
異
な
る
よ
う
で
す
）。

日
本
人
は
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に

　

食
塩
を
摂
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
土
器
を
作
る

こ
と
が
で
き
な
い
1
万
2
千
年
以
上
前
の
旧
石
器
時

代
の
人
は
塩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
現
在

の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
塩
を
採

取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
で
は
岩
塩
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
な
ど
は
岩
塩
を
舐
め
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

縄
文
時
代
（
3
〜
4
千
年
前
頃
）
に
は

　

関
東
地
方
の
霞か

す
み
が
う
ら

ヶ
浦
沿
岸
で
も
土
器
で
海
水
を
煮

詰
め
て
塩
作
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
貝
塚
な
ど

で
出
土
す
る
土
器
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
海
水
に

含
ま
れ
る
塩
分
は
約
３
％
で
、
海
水
か
ら
塩
を
採
る

た
め
に
は
、
97
％
の
水
分
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
土
器
に
海
水
を
入
れ
ひ
た
す

ら
煮
詰
め
る
わ
け
で
す
。
水
分
が
蒸
発
し
て
塩
分
が

35
％
に
な
る
と
結
晶
化
し
ま
す
。
製
塩
用
の
土
器
は

皆
さ
ん
が
博
物
館
な
ど
で
観
る
文
様
や
飾
り
の
付
い

た
縄
文
土
器
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
縄
文
人
も
塩

生
産
の
効
率
を
考
え
た
よ
う
で
、
製
塩
土
器
は
概
し

て
薄
く
、
小
さ
く
、
つ
く
り
も
粗
雑
で
す
。
土
器
の

中
で
結
晶
化
が
進
む
と
土
器
の
内
面
は
ひ
び
割
れ
た

り
、
剥は

く
り離
し
た
り
し
、
外
側
は
煤す

す

に
よ
り
黒
焦
げ
に

な
り
ま
す
。

飛
鳥
・
奈
良
時
代
で
も

　

土
器
で
海
水
を
煮
詰
め
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、『
常ひ

た
ち
の
く
に
ふ
ど
き

陸
国
風
土
記
』
に
は
、
信し

だ太
郡ぐ

ん

浮う
き

島し
ま

村む
ら

で
「
居す

め
る
百
姓
は
塩
を
火や

き
て
業

な
り
わ
いと
為
す
」、
行な

め

方か
た

郡
板い

た
こ来
の
村
で
は
「
其
の
海
に
塩
を
焼
く
藻
・
海み

松る

・
白お

貝ふ

・
辛に

し螺
・
蛤う

む
き

、
多さ

わ

に
生お

へ
り
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。『
万
葉
集
』
に
も
「
塩
焼
く
」
と
い
う
記

載
は
多
く
、「
藻も

し
お塩
法
」
と
呼
ば
れ
る
海
藻
を
使
っ
た

製
塩
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
焼
か
れ
て
灰

と
な
っ
た
海
藻
で
は
遺
物
と
し
て
現
代
に
残
っ
て
は

い
ま
せ
ん
の
で
、
考
古
学
的
に
そ
の
作
業
方
法
を
確

認
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

奈
良
時
代
に

　

揚あ
げ

浜は
ま

式
塩え

ん
で
ん田
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る

遺
跡
が
１
９
９
０
年
に
富
山
大
学
と
石
川
県
考
古
学

会
の
共
同
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所

は
石
川
県
羽は

く
い咋
市
の
滝た

き

・
柴し

ば
が
き垣
海
岸
Ｅ
・
Ｆ
遺
跡
で
、

海
岸
の
塩
田
と
共
に
海
水
を
煮
詰
め
る
鉄

用
の
大

型
の
炉ろ

あ
と跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
揚
浜
式
と
は
、
人

力
で
海
水
を
汲
ん
で
塩
田
に
撒
き
、
塩
分
の
濃
く
な
っ

た
砂
を
集
め
て
木
の
箱
（
沼ぬ

井い

）
に
入
れ
、
更
に
海

水
を
注
ぐ
と
箱
の
下
か
ら
濃
く
な
っ
た
塩
水
が
出
て

き
て
、
そ
れ
を
鉄

で
煮
詰
め
て
製
塩
す
る
や
り
方

で
す
。
今
で
も
宮
城
県
塩

市
の
鹽し

お
が
ま

神じ
ん
じ
ゃ社
に
は
直

径
１
ｍ
規
模
の
大
き
な

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
も
伊
勢
神
宮
「
御み

し
お塩
殿ど

の

神じ
ん
じ
ゃ社
」
で
は
、
古
代
に

か
な
り
近
い
方
法
で
神
様
に
捧
げ
る
た
め
の
塩
を

作
っ
て
い
ま
す
。

沿
岸
の
遺
跡
で

　

各
時
代
の
製
塩
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内

陸
の
栃
木
県
で
は
塩
を
作
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
下

野
市
内
や
周
辺
の
奈
良
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
製
塩

土
器
が
出
土
し
ま
す
。
下
野
国
分
尼
寺
跡
の
発
掘
調

査
で
は
、
9
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
製
塩
土

器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
寺
院
の
中

心
の
北
側
に
は
、
お
寺
を
修
理
す
る
「
修す

り

い

ん

理
院
」
や

「
木も

く
ど
こ
ろ

工
所
」
に
相
当
す
る
営え

い
ぜ
ん繕
施
設
が
あ
り
、
こ
こ
で

労
働
す
る
人
々
の
食
事
が
作
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
土
器
の
特
徴
か
ら
茨
城
県
日
立
市
周
辺

で
製
作
さ
れ
た
製
塩
土
器
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
方
面

か
ら
運
び
込
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
下
野
薬

師
寺
跡
周
辺
で
も
こ
れ
ら
の
破
片
が
出
土
し
て
お
り
、

古
代
で
も
一
定
の
流
通
形
態
が
整
備
さ
れ
、
塩
も
運

ば
れ
て
き
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
塩
は
と
て
も

貴
重
で
し
た
し
、
肉
体
労
働
を
常
と
し
た
古
代
の
人
々

に
は
摂
取
過
多
で
高
血
圧
の
人
は
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
現
代
人
の
皆
さ
ん
、
生
活
習
慣
病
に

は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

古
代
に
高
血
圧
症
の
人
は
い
た
の
か
？

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課
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Library Inform
ation

図
書
館

図
書
館
利用案内
■11月の図書館カレンダー

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
（蔵書検索・予約システム）

　http://www.library.
　　 shimotsuke.tochigi.jp/

　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
　　 com/shimotsuke/mb/

|南河内図書館 ☎48-2395

|石橋図書館 ☎52-1136

|国分寺図書館 ☎44-3399

ＱＲコード

ＱＲコード

石橋図書館
■おはなし会
11月４日㈯・18日㈯　午前10時30分～
■読書会
11月８日㈬
テキスト　太田 治子 著「青春失恋記」
■下野学教養講座　※要申し込み　25名

「グリム童話を読んでみよう」
講師：橋本 孝 氏
11月11日㈯　午後２時～３時30分
11月18日㈯　午後２時～３時30分
■工作会「ラーメンをつくろう」
11月12日㈰　午後２時30分～
定員：先着15名
■クリスマスキャンドルを作ろう
11月19日㈰　午前10時30分～
定員：12名　※要申し込み
■ちいさなおはなし会
11月20日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写しの会
11月27日㈪　午前10時～11時30分

国分寺図書館
■新聞コラム書き写しの会
11月３日㈮　午前10時～
■自治医大予防医学講座（全２回）
第１回　11月４日㈯　午後２時～３時

「アンチエイジング」定員20名
※要申し込み
■文学講座「万葉集を読む」（全３回）
第２回　11月５日㈰、第３回　11日㈯
午前10時30分～　定員20名　※要申し込み
■お話ポケットの会のおはなし会
11月11日㈯　午後２時～
■蔵書点検　11月14日㈫～18日㈯
返却はブックポスト（視聴覚資料は不可）
または、石橋館・南河内館にお願いします。
■読書会
11月25日㈯　午前10時～
テキスト　阿刀田 高 著「ナポレオン狂」
■リサイクル市〜雑誌編〜
11月28日㈫～12月３日㈰
午前９時～午後５時　場所：２階視聴覚室
※マイバッグ等をお持ちください。

南河内図書館
■リサイクル市
11月11日㈯　12日㈰　午前９時～午後４時
場所：２階視聴覚室
※マイバッグ等をお持ちください。
■紙芝居と読み語り＆パネルシアター
11月11日㈯　午前10時30分～
11月25日㈯　午後２時～

■読書会
11月11日㈯　午前10時～
テキスト　高橋 幸枝 著「こころの匙加減」
■赤ちゃんといっしょ「ベビーマッサージ」
11月16日㈭　午前10時30分～
対象：０歳児（生後２ヶ月～）、保護者
定員：15組　※要申し込み
■大人が楽しむ切り紙はり絵教室
11月17日㈮　午前10時～正午
定員：15名　※要申し込み
■キャンドル作り
11月19日㈰　午後２時～
定員：12名（小学生以上）※要申し込み

■図書館からのお知らせ
　市内３図書館では12月25日㈪～１月
４日㈭まで、図書館システムの更新（コ
ンピュータの入替）の為、全館休館と
なります。ホームページも停止となり
ます。ご迷惑をおかけしますがご協力
をお願いいたします。この間、返却に
つきましてはブックポスト（視聴覚資
料は不可）に返却をお願いいたします。
※石橋図書館については１月５日㈮ま
で休館となります。

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
・５日でわかる！はじめてのスマホ（石）
 …ＮＨＫ出版
・新しい分かり方（石） …佐藤 雅彦
・盤上の向日葵（石・国） …柚月 裕子
・院長選挙（国・南） …久坂部 羊
・冤罪犯（南） …翔田 　寛
・騙し絵の牙（石・南） …塩田 　武

＜児童書＞
・おしりフリフリ（石） …中川 ひろたか
・すっきり解決！人見知り（石）
 …名越 康文
・エルマーとクジラ（国）
 …デビットマッキー
・ふしぎなのりものずかん（石・国・南）
 …斉藤 　洋
・おててをぽん（国・南） …ささがわ いさむ
・いらないねこ（南） …ヒグチ ユウコ

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図
書館どこでも貸出（貸出中は予約）が
可能です
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読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（石）＝石橋　（国）＝国分寺　（南）＝南河内】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

石橋図書館 ☎（52）1136／国分寺図書館 ☎（44）3399／南河内図書館 ☎（48）2395

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

下野関連

　今月は、下野に関連した本をご紹
介いたします。改めて、自分の住む
地域について知識を深めるのも良い
ものです。新しい発見に出会え
るかもしれません！図書館では、
他にも郷土関連の本をご用意し
ています。ぜひ、ご利用ください。

解説図録
ビジュアル
下野薬師寺

南河内町教育委員会

下野国の成立から下野薬師寺の創建、建築の
技術など、盛り沢山の情報が詰まった一冊。
発掘調査写真や復元モデル画像も多数掲載。
見て楽しい、読んでためになる下野薬師寺の
解説書です。（石･国･南）

新　語りべが
書いた下野の
民話

柏村 祐司 編
下野民話の会 編
出版社 随想舎

心温まる話、しんみりする話、地名
の由来、昔話や伝説などさまざまな
民話が詰まった一冊。知っている民
話はいくつ載っているでしょう？
（石･国･南）

あなたの知らない
栃木県の歴史

監修 山本 博文
洋泉社

日光連山にある「男体山」「女体山」
の由来は？道鏡はなぜ下野薬師寺に
左遷されたのか？意外な栃木県の歴
史をＱ＆Ａ形式で紹介する。
（石･南･国）

とちぎまるわかり
観光ガイド
vol.８

下野新聞社

市町別の観光ガイドも掲載！
市場や公共食堂、ロケ地情報も盛り
だくさんの１冊。ディープな栃木県
観光ガイドです。（石･南）

学校給食
レシピ集
第１編・第２編

栃木県教育委員会
事務局健康福利課

栃木県の特産物を使った学校給食
メニューは、お家で真似したいもの
ばかり。かんぴょうレシピも掲載！
献立の参考にぜひ。（石）
［こちらの資料は販売されていません］

とちぎ　花
ハイキング

写真・文
小杉 国夫

下野新聞社

栃木県の花名所を訪ねて歩く散歩、
ハイキング、登山コースを厳選して
紹介。花の見頃・写真撮影のコツや
ポイント・花の豆知識などの情報も
掲載。（石･国）

暮らしを
いろどる
切り紙はり絵

森 直美
ＰＨＰ研究所

下野市在住の創作和紙、切り紙はり
絵作家さんによる“切り紙はり絵”
入門書。可愛い作品が作れる図案集
も掲載。（石･国･南）

下野薬師寺歴史漫画
下野古麻呂

監修 福田 三男
小山北ロータリークラブ

漫画だから読みやす
い。お子様にもおす
すめの一冊。
（石･国･南）
［販売されていません］
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南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た

　

卓
球
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式
野

球
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
９
種
目
、
５
６
０
名

の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

競
技
役
員
・
運
営
委
員
の
皆
さ

ま
、
競
技
運
営
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

スポーツ振興課スポーツ振興課
☎（32）８９２０☎（32）８９２０問い合わせ先

●
石
橋
地
区
大
会
（
運
動
会
）

　

優　

勝　

上
古
山

　

準
優
勝　

栄
町
西

　

第
３
位　

本
町

　

自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

　

優　

勝　

下
古
山

●
石
橋
地
区
大
会
（
総
合
）

　

優　

勝　

本
町

　

準
優
勝　

栄
町
西

　

第
３
位　

下
古
山

　

第
４
位　

上
古
山

　

第
５
位　

下
大
領

　

第
６
位　

栄
町
東

●
国
分
寺
地
区
大
会
（
総
合
）

　

優　

勝　

下
町

　

準
優
勝　

川
東

　

第
３
位　

駅
東

　

第
４
位　

川
北

　

第
５
位　

川
西

　

第
６
位　

笹
原

市
民
体
育
祭
運
動
会
（
石
橋
・
国
分
寺
）
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
８
日
、
石
橋
地
区
と
国
分
寺
地
区
で
市
民
体
育
祭
運
動
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
両
地
区
合
わ
せ
て
約
３
千
名
が
参
加
さ
れ
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
運
動
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
総
合
順
位
は
、
市
民
体
育
祭
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
キ
ン
ボ
ー
ル
大

会
、
運
動
会
の
結
果
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

下
野
市
教
育
委
員
会

国分寺運動会玉入れ

石橋運動会二人三脚リレー

南河内スポフェス軟式野球

国分寺運動会ロープ・ジャンピング

国分寺運動会綱引き

石橋運動会むかで競走リレー

南河内スポフェス卓球
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体
育
協
会

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

大
会
参
加
者
募
集

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式
試

合
と
し
て
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
３
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所

　
国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者

　

オ
ー
プ
ン

■
種
目

　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費

　

２
、
５
０
０
円

※
参
加
費
は
、
大
会
当
日
に
徴
収

し
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当
　
井
上

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　

tennis_m
urao@

nifty.
comテ

ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://scta.b.la9.jp/

URL

■
申
込
方
法

・
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
、
国
分

寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
南
河

内
体
育
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
お
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

※
メ
ー
ル
で
の
お
申
し
込
み
の
場

合
、
①
氏
名
②
所
属
③
住
所
ま
た

は
勤
務
先
④
連
絡
先
を
本
文
に
記

載
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
を
確
認
後
、
受
付
完

了
の
返
信
メ
ー
ル
を
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

11
月
６
日
㈪
～
23
日
㈭

　

午
後
５
時
ま
で
。

■
そ
の
他

　

お
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

の
場
合
は
、
速
や
か
に
大
会
本
部

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

当
日
の
対
戦
表
は
、
11
月
27
日

㈪
以
降
に
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内

　
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

担
当
：
鈴
木

☎（
52
）１
１
８
２（
月・水・金
曜

日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

キ
ッ
ズ
教
室（
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
）の
参
加
者
募
集

　

前
期
に
引
き
続
き
、
後
期
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
講
師

　

草
川
奈
津
子
先
生

■
日
時

　

12
月
９
日
、
16
日
、
23
日
、
１

月
13
日
、20
日
（
土
曜
日
全
５
回
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

石
橋
地
区
内
の
小
学
３
～
６
年

生■
参
加
費

　

４
，
０
０
０
円

■
定
員

　

10
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

　

11
月
13
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
受

付
開
始
。
参
加
料
を
添
え
て
グ
リ

ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
は
、
定
員
に
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

※
電
話
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
児
童
の
送
迎
は
、
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
結
果
報
告

予
選
会
突
破
、
全
日
本
大
会
・

関
東
大
会
に
出
場

　

８
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
16
回

栃
木
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
竹
の
子
ク

ラ
ブ
の
６
名
が
上
位
入
賞
し
、
９

月
18
日
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
関
東
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

交
流
大
会
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

　

竹
の
子
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当
　
中
西

☎
０
９
０（
９
１
５
５
）５
２
１
２

す
。

　

県
大
会
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

高
学
年
の
部

第
３
位

　

坂　

涼
太
朗（
薬
師
寺
小
６
年
）・

　

近
藤　

俊
圭（
薬
師
寺
小
６
年
）

ベ
ス
ト
８

　

長
谷
部
志
侑（
薬
師
寺
小
５
年
）・

　

伊
沢　

有
翔（
国
分
寺
小
５
年
）

低
学
年
の
部

ベ
ス
ト
８

　

針
谷　

桂
生
（
緑
小
４
年
）・

　

坂
入　
　

龍（
本
郷
北
小
４
年
）
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し
か
し
、
無
事
扇
の
的
を
射
抜

い
た
と
き
に
は
場
内
か
ら
歓
声
が

上
が
り
安
心
し
ま
し
た
。」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
に
弓
道
部
か
ら

選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
教
士
七
段
の
森
茂
行
さ
ん
が

一
般
の
部
で
優
勝
し
て
お
り
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
弓
道
部
の
皆
様
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

扇
の
的
弓
道
大
会
で
甲
冑

武
者
演
武
を
披
露

　

８
月
４
日
に
、
日
光
二
荒
山
神

社
に
て
第
56
回
扇
の
的
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
下
野
市
体
育
協

会
の
弓
道
専
門
部
も
例
年
選
手
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
開
会
式
中
の
甲
冑
武
者
演
武

の
射
手
と
し
て
弓
道
部
員
で
教
士

六
段
の
広
瀬
く
に
子
さ
ん
が
、
演

武
中
に
射
手
の
兜
を
持
っ
て
控
え

る
介
添
え
と
し
て
同
部
員
で
錬
士

五
段
の
須
藤
一
江
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
甲
冑
武
者
演
武
は
、

教
士
の
弓
道
称
号
を
持
つ
方
か
ら

射
手
と
な
る
演
者
が
選
ば
れ
、
実

際
に
甲
冑
を
ま
と
っ
た
射
手
が
扇

の
的
を
射
抜
く
演
武
で
す
。

　

今
回
初
め
て
射
手
を
務
め
た
広

瀬
さ
ん
は
、「
演
武
自
体
は
過
去

に
２
度
、
介
添
え
と
し
て
間
近
に

見
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
が
演
者

と
し
て
舞
台
に
立
つ
と
不
慣
れ
な

甲
冑
姿
も
あ
り
緊
張
し
ま
し
た
。

　

下
野
市
弓
道
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当
　
髙
山

　

☎
０
９
０（
９
０
１
２
）９
８
７
８

写真中央が広瀬さん、左が須藤さん演武の様子

FAX

柔
道
界
の
星
！
　
髙
藤
直
寿
選

手
を
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！ 

　

下
野
市
出
身
の
柔
道
家
・
髙

藤
直
寿
選
手
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
後
援
会
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
８
月
６

日
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
今
年
度
８
月
28
日
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ブ
ダ
ペ

ス
ト
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
で

は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
！
世
界

で
活
躍
す
る
髙
藤
選
手
を
皆
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
！

■
年
会
費

　

個
人
１
口
１
，
０
０
０
円

　

団
体
１
口
５
，
０
０
０
円

　

※
い
ず
れ
も
１
口
か
ら
受
付

し
て
い
ま
す
。

■
会
員
特
典

１
．
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

２
．
会
報
誌
を
送
付
し
ま
す
。

３
．
応
援
観
戦
や
壮
行
会
等
に

参
加
で
き
ま
す
。
※
参
加
人
数

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
会
申
し
込
み

入
会
を
ご
希
望
の
場
合
に
は
、

入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

入
会
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
等
に
よ
り
送
付
し
、

所
定
の
口
座
に
会
費
を
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
。

② 

入
会
申
込
書
と
会
費
を
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
（
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
）
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※ 

入
会
申
込
書
は
、
市
役
所
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
後
援
会
事
務
局

へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援

会
事
務
局
（
下
野
市
体
育
協
会

事
務
局
）

☎（
32
）８
９
２
０

　
（
32
）８
６
１
１

　

sports@
city.shim

otsuke.
lg.jp

平
成
29
年
度
活
動
支
援
金
を
交

付
し
ま
し
た

　

10
月
2
日
に
、
市
庁
舎
公
室

に
髙
藤
直
寿
選
手
（
パ
ー
ク

24
）
を
お
招
き
し
、
髙
藤
直
寿

選
手
市
長
特
別
賞
授
与
式
及
び

後
援
会
活
動
支
援
金
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。
式
に
は
、
広
瀬

市
長
、
後
援
会
か
ら
は
秋
山
会

長
及
び
倉
井
副
会
長
が
出
席
し

ま
し
た
。
秋
山
会
長
か
ら
今
年

度
の
活
動
支
援
金
の
交
付
を
受

け
た
髙
藤
選
手
か
ら
は
、

　
「
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
は
勿
論
の

こ
と
、
そ
れ
ま
で
に
も
出
場
す

る
様
々
な
大
会
も
満
足
で
き
る

結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
引
き
続

き
鍛
錬
に
励
み
ま
す
。」
と
コ

メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
大
会
へ
の
出
場
予
定
に

つ
い
て
聞
か
れ
た
際
は
、
来
た

る
２
０
１
７
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム

東
京
の
大
会
名
が
挙
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
現
在
後
援

会
で
は
会
員
向
け
に
グ
ラ
ン
ド

ス
ラ
ム
東
京
へ
の
応
援
観
戦
の

参
加
者
募
集
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

中
で
す
。

髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援
会
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秋の火災予防運動

秋の火災予防運動秋の火災予防運動

住宅用火災警報器は
設置していますか？

住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例により
すべての住宅に設置が義務付けられています。

平成29年11月9日～15日

３つの習慣
■ 寝たばこは、絶対やめる。
■ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

※※※ 消防署からのお知らせ ※※※
石橋地区消防組合では、消防・災害情報メール配信を始めました。
登録の手順は、石橋地区消防組合ホームページに掲載されています。
■お問い合わせ先　通信指令課　☎０２８５（５３）１１１９

４つの対策
■ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
■ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
■ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

火災と救急・救助は１１９番

石 橋 地 区 消 防 組 合
ht t p : / /www .119 - i f d . o r . j p /
下 野 市 ・ 壬 生 町 ・ 上 三 川 町

石 橋 地 区 消 防 団 連 絡 協 議 会
石 橋 地 区 危 険 物 保 安 協 会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会

火の始末　つけたあなたが　責任者
ふじ   う り　こ

下野市立南河内第二中学校　 ３年　藤生理瑚

第37回石橋地区少年消防クラブ防火標語展≪秋季最優秀作品≫
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

期間中
下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします。（夕方６時）

住宅火災で亡くなった方の約６割が「逃げ遅れ」です。火災警報器は火災の発生をいち早く知らせ、
逃げ遅れを防ぐとともに素早い消火活動につなげて被害を小さくする効果があります。
※古い住宅用火災警報器は、電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、とても
　危険です。取り替えの目安は、10年。平成18年6月1日に新築住宅での取り付けが義務付けられました。
（既存住宅は平成21年6月1日）そろそろ交換の目安の10年。あなたのご家庭では大丈夫ですか？

ピーピーピー火事
です
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月 火 水 木 金 土 日

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。！

め
す
す
お
に
く
と

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

輝け下野エール大使トークイベント開催！！…P29

下野市議会議員選挙について…P30

全国一斉情報伝達試験が実施されます…P30

ゴミ出し支援を行っています…P32

姿川クリーン作戦の参加者を募集します…P41

 

 

 

 

今
月
誕
生
日
！…

誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

親善テニス大会（10.26）
天平の芋煮会（10.31）

市民農園まつり（10.31）グリムの森タイ
ムカプセル開封
式（10.31）

パステルアート
体験教室
（10.12）

グリムの森ネイチャー
ゲーム（11.33）

障がい者スポーツ交流会
（10.27）

高血圧予防教
室（10.15）

古墳巡りウォー
キング（11.35）

秋の火災予防
運動（11.27）

司法書士無料
相談（11.43）
精神障がいサ
ポート教室
（10.43）

パソコン相談
窓口（11.12）

オレンジカフェ
（11.32）

歴史講座（10.43）
N響メンバーによる演奏会
（10.32）

外国人防災教室（11.33）
姿川クリーン作戦
（11.41）
里芋掘り（10.32）
アビリンピック（11.35）

全国一斉情報
伝達試験
（11.30）
ふれあいコン
サート（10.32）

おしゃべりカフェ
（9.28）

オレンジカフェ
（11.32）
石高マラソン
大会（10.43）

ママパパ
Englishサロン
（10.48）

オレンジカフェ
（11.32）

精神障がいサ
ポート教室
（10.43）

甲塚古墳記念シンポジウ
ム（10.37）
小山地区医師会市民公開
講座（11.15）

福祉フェスタ（11.11）アドベンツカレ
ンダー作り
（11.48）

行政書士無料
相談（11.43）
大工さんの日
（11.47）

子育て相談
（11.15）
高齢者向け施
設見学会
（10.38）

市民人権講座
（11.13）

しもつけマーケット
（11.3）
ミックスダブルステニス
大会（11.25）
ゆうゆうチャリティーコン
サート（11.40）

人権教育講演会（11.13）認知症介護者
交流会
（10.38）

ヘルシースタ
ート教室
（11.15）

こころの健康
相談（11.15）

ドイツ風クリスマスパー
ティ（11.48）
駅伝大会（10.25）

エール大使トークイベント
（11.29）
古墳巡りウォーキング
（11.35）

ママパパ
Englishサロン
（11.48）
介護教室
（11.32）

介護者日帰り
バスツアー
（11.32）

パソコン相談
窓口（11.12）
おしゃべりカフェ
（9.28）

歴史講座（11.33）婚活バスツアー（11.10）司法書士無料
相談（11.43）

技能五輪全国大会
（11.35）

43211/1 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 12/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

しゅんちゃん

そうちゃん

まーちゃん
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

・
野
菜
、
果
物
の
模
擬
せ
り

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
、
模
擬
せ
り

・
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
作
り

・
抽
選
会

・
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク
イ
ズ

・
り
ん
ご
の
皮
む
き

　
　
　
　
　
　

長
さ
比
べ
競
争

・
輪
投
げ

・
ビ
ン
ゴ
大
会

・
か
に
汁
、焼
き
そ
ば
、イ
カ
ポ
ッ

ポ
焼
き
、
う
ど
ん
、
そ
ば
等
の
売

店・
風
船
、
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

・
有
機
性
資
源
の
循
環
利
用
の
意

義
及
び
必
要
性
の
普
及
啓
発

・
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
で
の
処
理
品
（
有
機
肥
料
）
の

無
料
配
布

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合

・
和
太
鼓　

他

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
地
方
卸
売
市
場
協
力
会

　

☎（
38
）３
３
３
０

県
南
市
場
ま
つ
り

（
感
謝
市
）
開
催

　

栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場
は
、

県
南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
生
鮮
食
料
品
流
通
の

拠
点
市
場
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

に
お
け
る
市
場
の
発
展
と
日
頃
の

利
用
に
感
謝
し
県
南
市
場
ま
つ
り

（
感
謝
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
場
内
の
設
備
や
取
扱
品
等
を

消
費
者
の
皆
様
に
直
接
見
て
い
た

だ
き
、
流
通
の
し
く
み
や
市
場
の

内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か

ら
も
永
く
愛
さ
れ
る
市
場
と
な
る

よ
う
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
当
県
南
市
場
は
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
係
の
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、「
環
境
展
」
も

併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
は
一
般
の
方
の
入
場
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
19
日
㈰

　

午
前
７
時
〜
午
後
１
時

■
会
場

　

栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

　

小
山
市
大
字
下
河
原
田
９
５
４

■
催
物

・
青
果
物
、
水
産
物
、
生
花
、
関

連
商
品
の
展
示
販
売

北
桜
祭
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

11
月
11
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
入
場
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

小
山
北
桜
高
等
学
校

（
小
山
市
東
山
田
４
４
８
―
29
）

■
内
容

　

展
示
（
総
合
産
業
高
校
の
学
習

内
容
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
国
際
交
流

活
動
な
ど
）、
農
作
物
・
加
工
品
・

作
品
の
即
売
、
櫻さ

く
ら
さ
く笑（
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
部
）
に
よ
る
演
舞

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

　

小
金
井
駅
と
学
校
間
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
無
料
）

・
小
金
井
駅
東
口
発

　

午
前
８
時
10
分
、
９
時
、
10
時
、

11
時

・
小
山
北
桜
高
校
発

　

午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
、
２
時
30
分
、
３
時
50
分

■
そ
の
他

・
各
自
ス
リ
ッ
パ
の
ご
持
参
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
校
内
で
の
写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
北
桜
高
等
学
校

　

☎（
49
）２
９
３
２

　

（
49
）０
９
０
８

グ
リ
ム
の
森

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

石
橋
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
23
日
㈯

①
午
後
１
時
30
分
開
演

②
午
後
４
時
開
演

　

開
場
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
。

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
方
法

　

午
後
１
時
30
分
の
回
は
、
無
料

整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

午
後
４
時
の
回
は
、
先
着
順
で

自
由
に
入
場
で
き
ま
す
。

■
整
理
券
に
つ
い
て

　

11
月
23
日（
木・祝
）午
前
10
時

か
ら
、
グ
リ
ム
の
館
窓
口
で
先
着

２
０
０
枚
を
配
付
し
ま
す
。
お
一

人
様
２
枚
ま
で
の
配
付
と
な
り
ま

す
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

※
整
理
券
は
、
座
席
を
使
用
す
る

方
１
人
に
つ
き
１
枚
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）１
１
８
０

イ
ベ
ン
ト

輝
け
下
野
エ
ー
ル
大
使

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

グ
リ
ム
の
館
に
お
い
て
エ
ー

ル
・
え
〜
る
Ｘ
，ｍａｓ
２
０
１
７
ｉ

ｎ
し
も
つ
け
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
の「
輝
け
下
野
エ
ー
ル
大
使
」

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

出
演
は
、
声
優
の
下
野
紘
さ
ん
、

お
笑
い
芸
人
の
ザ
・
た
っ
ち
さ
ん
、

Ｍ
Ｃ
に
お
笑
い
芸
人
の
永
井
塁
さ

ん
で
す
。

■
日
時　

12
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
定
員　

２
５
０
名

■
入
場
・
申
し
込
み

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
参
加
に

は
当
選
は
が
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
官
製
は
が
き
、
メ
ー
ル
に
て

申
し
込
み
い
た
だ
き
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。（
11
月
17
日
㈮
消
印
有

効
）
申
し
込
み
等
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
商
工

観
光
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）８
９
０
７

!!
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職

くらしの情報

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

■
検
査
条
件

・
採
取
日　

９
月
６
日

・
基
準
値
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
及

び
１
３
７
の
合
計
）10Bq/kg

■
検
査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課

　

☎（
32
）８
９
１
１

で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
し
も
つ
け
で

す
。」

「
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
」

■
そ
の
他

　

市
以
外
の
地
域
で
も
、
同
日
に

全
国
的
に
様
々
な
情
報
伝
達
手
段

で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
用
語
解
説

　

J-A
LERT

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
と
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

や
武
力
攻
撃
時
に
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

下
野
市
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
と
は
、J-A

LERT

（
ジ
ェ
イ
・

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
受
信
し
た
緊

急
情
報
を
、
市
内
に
設
置
し
た
屋

外
拡
声
器
63
か
所
及
び
、
学
校
施

設
等
の
館
内
放
送
設
備
49
か
所
か

ら
自
動
放
送
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
市
か
ら
の
重
要
な
事

項
を
放
送
す
る
ほ
か
、
定
時
に
音

楽
も
放
送
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
32
）８
８
９
４

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

地
震
な
ど
の
災
害
時
や
武
力
攻

撃
時
に
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（J-A
LERT

）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、
確
実

に
皆
様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
全

国
一
斉
の
情
報
伝
達
試
験
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

市
で
も
、
下
野
市
防
災
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
伝
達
手

段
の
試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
日
時

　

11
月
14
日
㈫

　

午
前
11
時

　

災
害
等
発
生
に
よ
り
試
験
が
延

期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
内
容

　

市
内
63
か
所
に
設
置
し
て
あ
る

屋
外
拡
声
器
及
び
市
内
の
公
共
施

設
内
、
学
校
施
設
内
計
49
か
所
よ

り
次
の
放
送
内
容
が
一
斉
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

■
放
送
内
容

〈
上
り
4
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、J-A

LERT

の
テ
ス
ト

下
野
市
議
会
議
員

選
挙
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
４
月
30
日
に
任
期
満

了
と
な
る
市
議
会
議
員
の
選
挙
期

日
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会

等
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
決
定
次

第
、
広
報
紙
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
告
示
日

　

平
成
30
年
４
月
15
日
㈰

■
投
票
日

　

平
成
30
年
４
月
22
日
㈰

■
定
数　

18
名

■
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
32
）８
９
１
６

学
童
保
育
室
入
所
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

学
童
保
育
室
入
所
の
申
し
込
み

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

必
要
な
書
類
等
の
詳
細
は
広
報
紙

10
月
号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

・
冬
休
み

　

11
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

・
平
成
30
年
度

　

11
月
1
日
㈬
〜
30
日
㈭

お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

（
新
任
）

　

10
月
１
日
付
け
で
、
小
室
正
男

氏
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
は
旧
南
河
内
町
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お
受
け

す
る
ほ
か
、
電
話
な
ど
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と

お
ば
ん
）

南河内第１配水場
石　橋第１配水場
国分寺第１配水場
南河内第２配水場
石　橋第２配水場
国分寺第２配水場

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

採取場所 セシウム134 セシウム137
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募　
　

集
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談

就　
　

職

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

結
婚
・
出
生
記
念
証
の

発
行
を
始
め
ま
し
た

　
「
婚
姻
届
」
ま
た
は
「
出
生
届
」

を
市
に
提
出
さ
れ
た
方
に
祝
意
を

表
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
証
を
発

行
し
ま
す
。
人
生
の
大
切
な
記
念

と
し
て
、
お
手
元
に
残
し
て
お
き

ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

10
月
１
日
以
降
に
「
婚
姻
届
」

ま
た
は
「
出
生
届
」
を
市
へ
提
出

さ
れ
た
方
で
希
望
さ
れ
る
方

■
申
請
期
間

　

届
書
提
出
日
か
ら
１
か
月
以
内

■
申
請
場
所　

市
民
課

■
受
付
時
間

　

市
役
所
開
庁
時
間

■
手
数
料　

無
料

■
注
意
事
項

・
届
書
１
通
に
つ
き
記
念
証
１
枚

発
行
で
、
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
こ
の
記
念
証
は
婚
姻
ま
た
は
出

生
の
事
実
の
公
証
や
、
届
出
が
受

理
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
証
明
が
必
要

な
場
合
は
受
理
証
明
書
（
有
料
）

を
別
途
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
32
）８
８
９
７

律
に
基
づ
き
、
市
（
徴
税
吏
員
）

に
自
力
執
行
権
が
与
え
ら
れ
て
お

り
、
裁
判
所
の
命
令
や
令
状
を
要

せ
ず
に
捜
索
や
差
し
押
さ
え
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

税
が
法
律
に
基
づ
き
公
平
に
課
さ

れ
、
他
の
債
権
に
優
先
し
て
徴
収

す
る
も
の
と
法
律
で
定
め
て
い
る

か
ら
で
す
。

■
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
納
税
相
談
を

　

災
害
や
盗
難
、
急
な
疾
病
や
負

傷
、
事
業
の
廃
止
等
に
よ
り
、
本

来
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
で
き

な
い
場
合
は
、
納
税
を
猶
予
（
納

期
限
を
遅
ら
せ
る
、
分
割
回
数
を

増
や
す
な
ど
）
で
き
る
と
法
律
で

定
め
て
い
ま
す
。

　

滞
納
に
な
る
前
に
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
や
自
動
車
の
ロ
ー
ン
、
消

費
者
金
融
の
返
済
等
は
、
該
当
し

ま
せ
ん
。

■
市
か
ら
の
納
税(
納
入)

通
知
に

は
必
ず
目
を
通
し
ま
し
ょ
う

　
「
自
分
は
年
金
天
引
き
」、「
口

座
振
替
し
て
い
る
」、「
自
分
は
国

保
に
入
っ
て
い
な
い
」
と
思
っ
て

通
知
を
確
認
せ
ず
、
督
促
状
が
届

い
て
初
め
て
自
分
が
滞
納
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
方
が
い
ま
す
。

な
い
場
合
な
ど
は
、「
給
与
所
得

者
異
動
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
税
を
滞
納
す
る
と
…

１　

督
促
状
が
送
ら
れ
ま
す

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
20
日
以
内
に

督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
本
税
の

ほ
か
に
督
促
手
数
料
１
０
０
円
を

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

督
促
後
10
日
を
経
過
し
て
な
お
納

付
が
無
い
場
合
は
差
し
押
さ
え
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２　

財
産
の
調
査
を
行
い
ま
す

　

取
り
立
て
や
換
価
が
容
易
な
債

権
で
あ
る
給
与
、
年
金
、
売
掛
金
、

預
貯
金
、
生
命
保
険
等
の
調
査
を

速
や
か
に
行
い
ま
す
。
勤
務
先
や

取
引
相
手
ま
た
は
金
融
機
関
等
に

滞
納
が
知
ら
れ
ま
す
。
債
権
が
無

い
場
合
は
不
動
産
、
ま
た
は
家
宅

捜
索
等
に
よ
り
自
動
車
、
動
産
の

調
査
も
行
い
ま
す
。

３　

差
し
押
さ
え
を
執
行
し
ま
す

　

事
前
の
予
告
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
る
日
突
然
差
し
押
さ
え
が

行
わ
れ
ま
す
。
滞
納
整
理
は
、
法

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
11
月
〜
12
月
を
「
県

内
一
斉
地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月

間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
協
働
し

て
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
（
市
民
税
・
県
民
税
）

滞
納
整
理
を
強
化
す
べ
き
案
件
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
法
第
48
条
に

よ
り
県
に
徴
収
の
引
継
ぎ
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
滞
納
解
消
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
指

定
さ
れ
た
事
業
所
は
、
従
業
員
の

方
の
給
与
か
ら
市
県
民
税
を
徴
収

し
市
へ
納
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

も
し
、
特
別
徴
収
義
務
者
が
市

県
民
税
を
納
入
し
な
い
場
合
、
従

業
員
の
方
の
市
県
民
税
の
納
付
が

未
納
と
な
り
、
従
業
員
の
方
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

納
入
書
が
な
く
て
納
め
ら
れ
な

い
場
合
は
、
税
務
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
従
業
員
の
方
の
退
職
に

よ
り
、
給
与
か
ら
特
別
徴
収
で
き

11
月
〜
12
月
は

県
内
一
斉
地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

■
口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
納
付
に
行

く
手
間
も
省
け
る
の
で
大
変
便
利

で
す
。
口
座
振
替
は
、
一
括
引
き

落
と
し
の
「
全
期
前
納
」
と
期
別

毎
に
引
き
落
と
し
に
な
る
「
期
別

ご
と
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る

こ
と
で
計
画
的
に
納
付
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

に
は
金
融
機
関
へ
の
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
市
内
の
金
融

機
関
に
は
申
込
用
紙
が
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
市
外
の
金
融
機
関

で
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

　

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
足
利

小
山
信
用
金
庫
、
宇
都
宮
農
協
、

小
山
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
三
井
住
友
銀
行
は
介
護
・
後
期

の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）８
８
９
３
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午
後
３
時
45
分
解
散

③
き
ら
ら
館

　

午
前
９
時
30
分
出
発

　

午
後
３
時
30
分
解
散

■
参
加
費

　

４
，
０
０
０
円

　
（
昼
食
代
、
交
通
費
、
保
険
料
）

■
申
込
締
切

　

11
月
22
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し

ば
し

　

☎（
51
）０
６
３
３

ほ
っ
と
♥
介
護
教
室

「
認
知
症
予
防　

～
脳
活
性
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
～
」
の
開
催

　
「
２
つ
の
こ
と
を
同
時
に
行
う
」

「
左
右
で
違
う
動
き
を
す
る
」
と

いっ
た
普
段
慣
れ
な
い
動
き
で
脳
に

適
度
な
刺
激
を
与
え
、
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

■
日
時　
12
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場

　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

介
護
者
交
流
会

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

　

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
バ
ス
旅
行
を
開
催

し
ま
す
。

　

行
先
は
群
馬
県
水
沢
方
面
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

通
知
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
６
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
頃

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
現
在
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い

る
方

・
過
去
１
年
以
内
に
高
齢
者
の
介

護
を
し
て
い
た
方

■
定
員

　

25
名

■
集
合
・
解
散
場
所

　

次
の
い
ず
れ
か
の
場
所
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

①
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
出
発

　

午
後
４
時
解
散

②
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
９
時
15
分
出
発

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く

ぶ
ん
じ

　

☎（
43
）１
２
２
９

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

「
し
も
つ
け
茶
屋
」開
催

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、
集
う
こ
と
の

で
き
る
場
所
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
「
し
も
つ
け
茶
屋
」
の
11
月

と
12
月
の
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

11
月
７
日
㈫
、
15
日
㈬

　

12
月
５
日
㈫
、
13
日
㈬
、

　

21
日
㈭

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

■
会
場

　

南
河
内
児
童
館
1
階

■
参
加
費

　

１
０
０
円（
飲
み
物
代
と
し
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

ゴ
ミ
出
し
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

～
声
か
け
ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
～

　

高
齢
や
障
が
い
に
よ
り
、
家
庭

ご
み
を
指
定
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
こ
と
が
困
難
な
方
々
に

対
し
、
見
守
り
の
た
め
に
ご
自
宅

に
訪
問
し
て
、
同
時
に
ご
み
を
回

収
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
う
ち
、

自
力
で
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難

で
、
ご
親
族
や
ご
近
所
な
ど
か
ら

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
事

業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
の
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
に
属
す
る
方

・
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
す
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
障
が
い
の
程
度
が

１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障

が
い
の
程
度
が
Ａ
１
・
Ａ
２
に
該

当
す
る
方

・
そ
の
他
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者

で
市
長
が
特
に
認
め
る
方

■
申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
高
齢
福
祉
課
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
受
け

付
け
た
後
、
あ
ら
た
め
て
ご
自
宅

に
お
伺
い
し
、
状
況
の
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
、
決
定
い
た
し
ま

す
。

■
収
集
方
法

　

週
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
排
出
可
能
な
家
庭
ご
み
を
収
集

し
ま
す
。
お
住
い
の
地
区
の
分
別

方
法
に
て
所
定
の
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
分
別
し
て
い
な
い
ご

み
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
に
は
、
市
が
委
託
す
る

「
下
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

4

広報しもつけ　2017.11

Shimotsuke
32



イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

■
申
込
方
法

　

11
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
書
道
連
盟
事
務
局

　

飯
野
彩
心

　

☎・
（
48
）２
０
６
８

　

shim
oshoren@

gm
ail.com

グ
リ
ム
の
森
で
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
し
よ
う(

秋)

　

木
々
が
葉
を
落
と
し
て
冬
支
度

を
始
め
る
秋
の
森
で
、
ゲ
ー
ム
や

工
作
を
し
な
が
ら
、
自
然
の
仕
組

み
や
不
思
議
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
森
（
天
候
の
状
況
に

よ
っ
て
は
屋
内
）

■
定
員　
20
名
程
度

■
参
加
料　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）１
１
８
０

下
野
市
書
道
連
盟
実
技
講

習
会
の
ご
案
内

　

１
日
実
技
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
書
道
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
市

以
外
に
お
住
ま
い
の
方
、
見
学
の

み
も
歓
迎
！

■
日
時

　

11
月
19
日
㈰

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
会
場

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

■
内
容

・
講
師

　

大
木
廣
巳
氏
（
下
野
市
書
道
連

盟
理
事
・
文
星
芸
術
大
学
付
属
高

等
学
校
勤
務
）

・
テ
ー
マ

　

裏
打
ち
体
験
講
座
～
半
紙
以
内

の
作
品
を
飾
れ
る
よ
う
に
し
て
み

ま
し
ょ
う
～

■
参
加
費

・
当
連
盟
会
員
、
高
校
生
以
下

　

無
料

・
非
会
員
の
方

　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

■
持
参
す
る
も
の

　

半
紙
サ
イ
ズ
以
内
の
作
品
（
書

い
て
か
ら
１
週
間
以
上
た
っ
て
い

る
も
の
）
１
枚

外
国
人
向
け
防
災
教
室

参
加
者
募
集
！

～
多
文
化
共
生
の
た
め
に
～

　

栃
木
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、

や
さ
し
い
日
本
語
に
よ
る
防
災
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
通
訳
者
の

フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
、
台
風
や
大
雨
に
は
ど
の

よ
う
な
準
備
が
必
要
で
し
ょ
う

か
？

　

身
近
な
避
難
所
探
し
、
防
災
ク

イ
ズ
、
防
災
グ
ッ
ズ
作
り
、
非
常

食
試
食
等
を
通
じ
て
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
11
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　

～
午
後
０
時
30
分

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

県
内
在
住
の
外
国
人
、
日
本
人　

■
定
員　
40
名
程
度
（
先
着
順
）

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
防
災
士
会

　

理
事
長　

稲
葉
茂
氏　

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

栃
木
県
国
際
交
流
協
会

　

☎
０
２
８（
６
２
１
）０
７
７
７

定
期
歴
史
講
座
案
内

■
日
時

　

12
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
講
座
名

　

と
ち
ぎ
の
埴
輪

■
講
座
内
容

　

県
内
に
あ
る
古
墳
か
ら
出
土
し

た
埴
輪
に
つ
い
て

■
講
師

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

副
主
幹

　

齋
藤
恒
夫
氏

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

（
講
堂
）

■
受
講
料

　

１
０
０
円

■
募
集
人
数

　

60
名

■
受
付
開
始

　

11
月
22
日
㈬
～

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
中
に
個
人
で
事
業
を

営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
第
二
期
分

の
納
付
書
を
11
月
中
に
発
送
し
ま

す
。

　

納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
２
９
０
万
円
を
引
い

た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額

と
な
り
ま
す
。

■
区
分
及
び
事
業
の
種
別

・
第
一
種
事
業
（
物
品
販
売
業
、

製
造
業
、
不
動
産
貸
付
業
等
）

　

税
率
５
％

・
第
二
種
事
業
（
畜
産
業
、
水
産

業
、
薪
炭
製
造
業
）

　

税
率
４
％

・
第
三
種
事
業
（
医
業
、
弁
護
士

業
、
理
美
容
業
等
）

　

税
率
５
％

・
第
三
種
事
業
（
あ
ん
ま
・
は
り
・

き
ゅ
う
等
の
業
等
）

　

税
率
3
％

　

二
期
分
の
納
期
限
は　

11
月
30

日
㈭
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
栃
木
県
税
事
務
所

　

個
人
事
業
税
担
当

　

☎
０
２
８
２（
23
）３
４
１
４
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Link

～
り
ん
く
～

　

☎
０
９
０（
５
４
３
４
）５
１
８
５

　

m
b.link2016@

gm
ail.com

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

こ
と
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
館
営
業
時
間
変
更

及
び
長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

　

11
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で

の
期
間
プ
ー
ル
の
営
業
時
間
が
、

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
平
日　

正
午
～
午
後
８
時
30
分

・
土
日
祝　

午
前
10
時
～
午
後
５

時※
月
曜
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
水
曜
日
）

　

ま
た
、
お
風
呂
と
プ
ー
ル
が
改

修
工
事
に
よ
り
、
12
月
29
日
㈮
～

平
成
30
年
２
月
28
日
㈬
の
期
間
休

館
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ

ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

体
幹
育
成
教
室

　

子
供
の
運
動
機
能
を
向
上
さ
せ

る
事
を
目
的
に
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
様
々
な
運
動
を

行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
や
ケ
ガ
の
し
に
く
い
強
い
体

を
作
り
た
い
、
そ
ん
な
お
子
様
の

為
の
運
動
教
室
で
す
。
運
動
経
験

が
な
く
こ
れ
か
ら
何
か
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
た
い
と
い
う
お
子
様
に
も

オ
ス
ス
メ
の
教
室
で
す
。

■
開
催
日
時

　

11
月
4
㈯
、
18
㈯
、
25
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
対
象

　

小
学
１
年
～
６
年
生

■
定
員

　

10
名

　

要
予
約
。
定
員
に
な
り
次
第
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
受
講
料

　

１
，
０
０
０
円
／
回

 （
回
数
券　

４
回
３
，８
０
０
円
）

■
講
師

　

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ａ
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー

ナ
ー　

相
澤
洋
平
氏

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
館
研
修
室

※
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

⑧
木
曜
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
イ
ミ
ン
グ

　

成
人
向
け
水
泳
教
室
。
水
泳
の

悩
み
解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
！

（
定
員
20
名
）

　

午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分

■
受
講
料

①
　

２
，２
５
０
円
（
３
回
実
施
月
）

　

３
，０
０
０
円
（
４
回
実
施
月
）

②
③
④
⑤
⑥

　

３
，０
０
０
円
（
３
回
実
施
月
）

　

４
，０
０
０
円
（
４
回
実
施
月
）

※
②~

⑥
は
、
お
試
し
と
し
て
１

回
１
，
２
０
０
円
券
が
あ
り
ま
す
。

※
４
回
分
（
４
，
４
０
０
円
）
の

回
数
券
も
ご
ざ
い
ま
す
（
有
効
期

限
は
購
入
日
か
ら
２
か
月
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

⑦
⑧

　

３
，０
０
０
円
（
３
回
実
施
月
）

　

４
，０
０
０
円
（
４
回
実
施
月
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

　

☎（
47
）１
１
２
２

③
水
曜
エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ
ク
ス

　

楽
し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る
！
続

く
か
ら
効
果
が
分
か
る
！
あ
っ
と

い
う
間
の
60
分
を
体
験
し
て
く
だ

さ
い
！
（
定
員
30
名
）

　

午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　

～
午
後
０
時
30
分

④
金
曜
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
60

　

金
曜
夜
の
自
分
へ
の
ご
褒
美
タ

イ
ム
！
思
い
っ
き
り
動
い
て
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
！
（
定
員
30
名
）

　

午
後
７
時
10
分
～
８
時
10
分

⑤
木
曜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ア
ク
ア

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　

水
中
だ
か
ら
膝･
腰
へ
負
担
な

く
運
動
で
き
ま
す
。
冷
え
性
や
高

血
圧
改
善
に
も
効
果
あ
り
！
（
定

員
30
名
）

　

午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　

～
午
後
０
時
30
分

⑥
水
曜
ゆ
っ
た
り
水
泳
＆
体
操

　

水
泳
も
水
中
運
動
も
楽
し
め
る

欲
張
り
ク
ラ
ス
で
す
。
こ
こ
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！
（
定
員
25

名
）

※
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

⑦
木
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

　

女
性
限
定
水
泳
教
室
！
楽
し
く
、

美
し
く
、
楽
に
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
ょ
う
！
（
定
員
20
名
）

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

寒
い
冬
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
っ
た

か
い
ふ
れ
あ
い
館
の
温
水
プ
ー
ル

で
思
い
切
り
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
し
ま

し
ょ
う
！
こ
れ
か
ら
が
ね
ら
い
目

で
す
よ
！

①
小
学
生
水
泳
教
室

　

ク
ラ
ス
を
レ
ベ
ル
ご
と
に
２
～

３
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
指
導
し

ま
す
の
で
初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

○
火
曜
ク
ラ
ス
1　
（
定
員
40
名
）

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

○
火
曜
ク
ラ
ス
2　
（
定
員
25
名
）

　

午
後
６
時
40
分~

７
時
40
分

○
土
曜
ク
ラ
ス　
　
（
定
員
40
名
）

　

午
前
11
時
40
分

　
　
　
　
　

～
午
後
０
時
40
分

②
火
曜
た
の
し
く
元
気
に
な
る

　

ア
ク
ア　
（
定
員
30
名
）

　

11
月
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
初
め
て
の
方
、

大
歓
迎
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中

で
楽
し
く
踊
る
だ
け
で
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
！
泳
げ
な
く
て
も
誰
で
も

で
き
る
ア
ク
ア
で
す
！

　

午
前
11
時
15
分

　
　
　
　
　

～
午
後
０
時
15
分
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母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・

寡
婦
の
方
に
各
種
貸
付
の

ご
案
内

　

高
校
・
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必

要
な
資
金
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金

　
（
入
学
準
備
の
た
め
の
資
金
）

・
修
学
資
金

　
（
授
業
料
、
書
籍
代
等
）

・
就
職
支
度
資
金

　
（
就
職
に
必
要
な
被
服
等
の
購

入
資
金
）

　

こ
の
他
に
、
技
能
習
得
資
金
、

修
業
資
金
、
生
活
資
金
、
結
婚
資

金
、
医
療
介
護
資
金
、
住
宅
資
金

等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
制
度
と
の
併
用
は
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
時
間
は
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

古
墳
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
開
催

　

下
野
市
・
壬
生
町
・
上
三
川
町

の
一
市
二
町
で
は
、
文
化
財
を
活

か
し
た
広
域
連
携
事
業
と
し
て
、

上
三
川
町
の
古
墳
や
史
跡
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
集
合
場
所　

　

上
三
川
町
役
場
正
面
玄
関

■
コ
ー
ス

　

約
３
ｋ
ｍ
（
上
三
川
町
役
場
周

辺
の
古
墳
な
ど
を
廻
り
ま
す
）

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
受
付
期
間

　

11
月
８
日
㈬
～
定
員
に
な
り
次

第
受
付
終
了

※
土
日
祝
日
除
く

■
そ
の
他　
小
雨
決
行
。
飲
み
物
、

軽
食
、
雨
具
等
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

　

参
加
者
に
は
案
内
文
を
通
知
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
三
川
町
生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
係

　

☎（
56
）９
１
５
９

開催時間 午前 10 時～午後４時

下野ブランド品販売 
カンピくんも

登場予定♪

見
無料！
学

　いよいよ11月、「とちぎ技能五輪・アビリンピック2017」が下野市を含む県内６市町で開催されま
す！若者の磨き上げた技能と障害者の卓越した技を間近でご覧になれますので、是非、会場にお越
しください！！
１．第37回全国アビリンピック
　　期日：11月18日㈯　会場：宇都宮市
２．第55回技能五輪全国大会
　　期日：11月25日㈯、26日㈰
　　会場：下野市、宇都宮市、小山市、那須塩原市、さくら市、上三川町
　※下野市会場：石橋体育センター
石橋体育センターで実施される競技
家具：木製家具を綺麗かつ能率的に製作する技能を競います。どの部材から
　　　手がけ、どのような手順で工作するかがポイントです。
建具：非常に細かい加工が多い木製建具を、原寸図面書きから手加工、機械加工を
　　　駆使して仕上げます。

■問い合わせ先
　県労働政策課
　☎ 028(623)2631
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子
育
て
へ
の
支
援　

〜
妊
娠
・
出
産
か
ら
産
後
の
育
児
へ
〜

育
児
へ
の
不
安
軽
減

　

育
児
ス
ト
レ
ス
が
児
童
虐
待
の

大
き
な
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
健
康
増
進
課
で
は

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
す
べ
て

の
妊
婦
か
ら
、
育
児
へ
の
不
安
や

支
援
者
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
必

要
に
応
じ
て
保
健
師
が
妊
婦
訪
問

を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
出
産
前
か
ら
の
支
援
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
安
心

し
て
出
産
に
臨
め
る
よ
う
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

出
産
後
の
育
児
不
安
や
孤
立
を

防
ぐ
た
め
、
生
後
４
か
月
ま
で
の

乳
児
全
戸
訪
問
（
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
）
で
、
支
援
が
必
要

な
家
庭
の
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、

養
育
支
援
家
庭
訪
問
の
利
用
を
勧

め
る
な
ど
、
育
児
ス
ト
レ
ス
軽
減

の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
増
進
課

　

☎（
32
）８
９
０
５

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

煮
会
、
し
も
つ
け
ふ
く
し
フ
ェ
ス

タ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
各
庁
舎
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置

し
、
全
職
員
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

を
着
用
し
啓
発
に
努
め
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
、
性
的

行
為
を
見
せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

虐
待
に
気
づ
く
き
っ
か
け
は

〇
子
ど
も
が
…

・
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

・
衣
服
や
家
が
極
端
に
不
衛
生

・
服
に
隠
れ
て
い
る
場
所
や
顔
に

傷
や
ア
ザ
が
あ
る

〇
親
が
…

・
親
の
怒
鳴
り
声
、
叱
り
つ
け
る

声
な
ど
が
聞
こ
え
る

・
家
庭
内
で
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
が
あ
る

相
談
か
ら
支
援
へ

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
方
か
ら
の
通
告
や
、
自

分
の
行
っ
て
い
る
こ
と
は
虐
待
で

は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
る
保
護
者

な
ど
か
ら
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
通
告
や
相
談
か
ら
家
庭

へ
の
「
支
援
」
が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
と
の
連
携

　

家
庭
相
談
員
や
保
健
師
が
市
内

の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
学

童
保
育
室
、
児
童
館
な
ど
に
出
向

き
、
虐
待
の
防
止
と
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
民
生
委

員
、
主
任
児
童
委
員
、
学
校
、
医

療
機
関
、
児
童
相
談
所
、
警
察
、

健
康
増
進
課
な
ど
の
関
係
機
関
で

構
成
す
る
「
下
野
市
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
」
と
連
携
し
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

ま
す
。

市
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

今
年
度
は
、
児
童
虐
待
防
止
講

演
会
と
し
て
、
８
月
23
日
に
認
定

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
イ
メ

ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ
理
事
長　

中

村
明
美
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、

１
０
５
名
の
市
民
の
方
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
）
と
し
て
、
天
平
の
芋

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
市
へ
の
虐

待
相
談
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
児
童
の
生
命
及
び
安

全
の
確
保
を
最
優
先
に
す
る
」
こ

と
を
基
本
に
、
虐
待
の
防
止
と
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
り
、
深

刻
化
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉
を

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
た
り
聞
い

た
り
す
る
と
、
特
別
な
事
件
に
見

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
虐
待

は
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
深
刻
な
社
会
問
題

で
、
そ
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

☆
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
子
ど
も
の
笑
顔
☆

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
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虐待でなかったとしても、通告者に責任は
ありません
確信がなくても「もしかして」「～な気が
する」のみでもご連絡ください。

通告後、子どもと親はどうなるの？　親が怒って虐待がエスカレートしないの？
〇家庭相談員や保健師等が責任をもって調査・対応します。
〇親を責めるのではなく、子育ての支援が始まります。
〇通告や市の調査によって、虐待の悪化がないように慎重に調査をして対応します。
〇個人情報の保護により、通告した方の情報はもちろん、その家庭の情報は守られます。

でも、もし間違いだったら悪
い気がするし…。

しつけと虐待は違います！
叩いて叱る、怒鳴る、家の外に出す、罰と
して食事を与えないなどは、子どもの心身
に痛みを与える有害な行為であり、しつけ
ではありません。
「虐待」になる可能性があります。

しつけのために叩
いているんだろう。
家族の考え方なら
しょうがないよ…。

通告者が誰であるかを教えることはありません
「ご近所の方」や「お隣の方」など特定さ
れるかもしれない内容は伝えません。
通告は匿名でもかまいません。

ご近所だから、トラブルになったら嫌だわ…。
うちが言いつけたってわかっちゃうよねぇ。

虐待かも？

通告する！は
国民の義務です

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
週
間
」

　

11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

の
２
週
間
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
こ
と
、
暴
力
の
被
害
に

あ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
安
全
を
守
る

こ
と
、
暴
力
が
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
、
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
運
動
週
間
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
許
さ
な
い
社

会
を
、
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）や
、夫
婦
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
み

な
さ
ま
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
た

め
に
、
女
性
相
談
（
Ｄ
Ｖ
）
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
女

性
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎（
32
）８
７
２
４

■
電
話
相
談
受
付
期
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
福
祉
課
☎（
32
）８
９
０
３

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

あ
な
た
の
勇
気
で
救
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
32
）８
９
０
３

受
付
時
間
／
月
〜
金
：
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
８（
６
８
６
）３
０
０
５

受
付
時
間
／
月
〜
金
：
午
後
５
時

15
分
〜
午
前
８
時
30
分

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
：

24
時
間

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク
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問い合わせ先：市民協働推進課　TEL （32）8887

考えよう 相手の気持ち 未来につなげよう 違いを認め合う心

人権擁護委員をご存知ですか？

人権に関する相談

　「人権」という言葉からあなたはどんな印象を受けますか。「とても大切なもの」それとも「なんだか堅苦
しくて難しいもの」、はたまた「自分には関係ないもの」でしょうか。
　「人権」とは、「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」です。誰もが自分
らしく、自由に、幸せに生きる権利です。誰にとっても身近で大切なものであり、違いを認め合う心によっ
て守られます。
　今、人権を守るために、私たちに何ができるのか、身近なところから考えてみましょう。

　人権擁護委員は、私たちの相談パートナーです。相談は無料で秘密は厳守いたしますので、困ったこと
があったらお気軽にご相談ください。
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された民間の人たちです。地域の中で人権思想を広め、人権侵害が
起きないように見守り、地域の皆さんから人権相談に応じるなどの活動を行っています。市内には９名の
委員が配置され、定期的に心配事の相談所を開設しています。

人権擁護委員が、地域の中で人権思
想を広め、人権侵害が起きないよう
見守り、住民の皆さんからの人権相
談に応じています。

相　談　所

電話はおかけになっ
た場所の最寄りの法
務局・地方法務局に
つながります。
相談は、法務局職員、
人権擁護委員がお受
けします。

電話相談

毎月第１～第３月曜日
午後1時30分～午後3時30分

毎月第１～第３火曜日
午後1時30分～午後3時30分

毎月第１～第３金曜日
午後1時30分～午後3時30分

石橋公民館

ゆうゆう館

南河内図書館

女性の人権ホットライン
午前８時30分～午後５時15分まで（平日のみ）

みんなの人権１１０番
午前８時30分～午後５時15分まで（平日のみ）

子どもの人権１１０番
午前８時30分～午後５時15分まで（平日のみ）

全国共通ナビダイヤル
0570-070-810
全国共通ナビダイヤル
0570-003-110

全国共通フリーダイヤル
0120-007-110

相談は無料です。
秘密は厳守します。

もう一人で
悩まないで！

みんなで築こう

21世紀は人権の世紀です
人 権 の 世 紀
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■
相
談
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０（
７
８
３
）５
５
６

■
相
談
内
容

　

自
殺
予
防
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

　

☎
０
２
８（
６
２
２
）７
９
７
０

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

返
済
困
難
、
家
族
の
借
金
な
ど

専
門
の
相
談
員
が
丁
寧
に
お
話
を

伺
い
ま
す
。
電
話
ま
た
は
面
談
に

て
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
受
付
時
間

　

平
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財

務
事
務
所

　

☎
０
２
８（
６
３
３
）６
２
９
４

栃
木
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座
説
明
会

開
催

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
の

養
成
講
座
を
募
集
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、「
い
の

ち
の
電
話
っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ

て
い
る
方
、
作
り
出
せ
ば
少
し
時

間
的
に
余
裕
の
あ
る
方
は
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
18
日
㈯
、

　

12
月
９
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜

■
会
場　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

　

☎
０
２
８（
６
２
２
）７
９
７
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
自
殺

予
防
い
の
ち
の
電
話
」

　

毎
月
10
日
は
「
い
の
ち
の
電
話

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
日
」
と
し
て

無
料
で
自
殺
予
防
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
相
談
受
付
時
間

　

毎
月
10
日
午
前
８
時
〜
11
日
午

前
８
時
の
24
時
間

失
業
し
た
労
働
者
の
生
活
の
安
定

と
再
就
職
を
促
進

　

雇
用
保
険
は
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
失
業
給
付
金
の
支
給
を

行
い
、
失
業
し
た
労
働
者
の
生
活

の
安
定
と
再
就
職
を
促
進
し
、
併

せ
て
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
事
業
を
行
う
制
度
で
、

保
険
給
付
は
公
共
職
業
安
定
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
主
は
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す

　
「
労
働
保
険
」
は
労
災
保
険
法

と
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、

労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
主
は
、

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は

公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
８
２（
24
）７
７
６
６

　

栃
木
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
０
２
８
２（
22
）４
１
３
５

　

小
山
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
０
２
８
５（
22
）１
５
２
４

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
医
療
政
策
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
８
５

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
で
す

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
も
の
で

保
険
給
付
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
行

わ
れ
ま
す
。

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
ま
た
は
通
勤
途
上
で
負
傷
し
た

場
合
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡

さ
れ
た
場
合
に
労
災
保
険
法
の
規

定
に
よ
り
、
負
傷
し
た
労
働
者
ま

た
は
遺
族
に
対
し
補
償
を
行
う
も

の
で
、
保
険
給
付
は
労
働
基
準
監

督
署
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
が
故
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
に
よ
り
労
災
保
険
の

保
険
関
係
成
立
届
を
提
出
し
て
い

な
い
期
間
中
に
労
働
災
害
が
生
じ
、

労
災
保
険
給
付
を
行
っ
た
場
合
、

遡
及
し
て
労
働
保
険
料
を
徴
収
す

る
ほ
か
労
災
保
険
給
付
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
ら
さ
ぎ
祭
を
開
催
し
ま
す

　

児
童
生
徒
に
よ
る
演
技
発
表
、

学
習
発
表
や
作
業
製
品
の
即
売
、

模
擬
店
等
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
25
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
２
時
30
分

■
会
場

　

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

医
療
安
全
講
習
会
開
催

　
「
上
手
な
病
院
の
か
か
り
方
に

つ
い
て
講
演
し
ま
す
」
と
題
し
て

医
療
安
全
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
６
日
㈬

　

午
後
３
時
〜
４
時
15
分

■
会
場

　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　

医
師
・
医
学
博
士

　

髙
橋
宏
和
氏

広報しもつけ　2017.11

Shimotsuke
39



イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物

競
技
展
示
会
の
開
催

　

栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物
協
同

組
合
で
は
、「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
伝
統
的

な
高
度
の
わ
ざ
を
生
か
し
て
組
合

員
が
製
作
し
た
「
本
場
結
城
紬
」

を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

　

糸
つ
む
ぎ
、
絣
く
く
り
、
機
織

り
の
実
演
も
行
い
ま
す
の
で
、　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

・
11
月
17
日
㈮

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

・
11
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
小
山
市
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物
協
同

組
合

　

☎（
49
）２
４
３
０

ゆ
う
ゆ
う
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト

　

市
内
の
中
学
生
支
援
の
た
め
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
３
日
㈰　

午
後
２
時

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
出
演
者

・
ミ
ー
ナ
（
ボ
ー
カ
ル
）

・
倉
沢
英
明
（
サ
ッ
ク
ス
）

・
浅
井
健
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

・
ジ
ヴ
ニ
ー
か
お
り
（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）
ほ
か

■
曲
目

　

Ａ
列
車
で
行
こ
う
、
枯
葉
、
デ

ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
、
黒
い
オ
ル
フ
ェ
、

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
ほ
か

■
入
場
料

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ

き
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
お
心

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
催
・
後
援

　

主
催　

コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
会

　

後
援　

ポ
ポ
の
樹

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
会　

倉
澤

　

☎（
44
）７
６
８
０

　

ポ
ポ
の
樹　

ジ
ヴ
ニ
ー

　

☎（
44
）２
９
２
８

～
あ
り
が
と
う
！
～

え
が
お
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
た
ち

写
真
展
開
催

　

ダ
ウ
ン
症
や
染
色
体
異
常
を
持

つ
方
の
家
族
が
撮
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
写
真
や
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
展
示
し
、
多
く
の

方
に
知
識
を
広
め
る
こ
と
で
誤
解

や
偏
見
な
ど
を
少
し
で
も
無
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　

11
月
23
日
㈭
～
11
月
26
日
㈰

■
開
催
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
５
時
ま
で

■
場
所

　

宇
都
宮
市
立
南
図
書
館

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料　
無
料

■
後
援　
下
野
市

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

21
ト
リ
ソ
ミ
ー
・
二
代
目
い
ち

ご
の
畑　

天
野

　

setsutochikara@
gm

ail.com

栃
木
県
の
臓
器
移
植
医
療

を
考
え
る
を
開
催
し
ま
す

　

臓
器
移
植
っ
て
何
だ
ろ
う
？
県

内
の
医
療
機
関
で
は
ど
ん
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
の
か
？
栃
木
県
の

移
植
医
療
の
現
状
や
実
情
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
25
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

■
場
所

　

宇
都
宮
大
学
峰
キ
ャ
ン
パ
ス

　

8
号
館
８
Ｄ
11
教
室

■
内
容

○
第
Ⅰ
部

　

移
植
医
療
の
現
状
と
臓
器
提
供

・
臓
器
医
療
の
実
際

・
日
本
と
栃
木
県
の
臓
器
提
供

○
第
Ⅱ
部　

臓
器
移
植
を
知
る

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
上
映
『
手
の
上

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
』

■
参
加
費　
無
料

■
そ
の
他　
会
場
に
は
駐
車
場
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
移
植

外
科
医
局

　

☎（
58
）７
０
６
９

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
　
実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
12
月
４
日
㈪

・
第
１
部

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

・
第
２
部

　

午
後
２
時
30
分
～
５
時

※
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い

■
テ
ー
マ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

　

お
せ
ち
手
作
り
に
挑
戦

　
「
ア
ン
コ
ー
ル
！
華
や
か
お
せ

ち
」・
伊
達
巻
・
八
幡
巻

■
講
師　
料
理
研
究
家

　
　
　
　
　
　

臼
居
芳
美 

先
生

■
参
加
費　
１
，
５
０
０
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

■
定
員　
各
回
32
名

■
申
込
受
付
日　
11
月
13
日
㈪

■
受
付
方
法

・
電
話
（
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
（
午
前
９
時
30
分
～
夜

12
時
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は
「
参

加
の
し
お
り
」
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

募
　
　
集

姿
橋

紫
橋

御
使
者
橋

宮
前
橋

箕
輪
橋

雷
橋

上
河
原
橋

姿
橋

東
田
橋

長
田
橋

関
沢
橋

弥
五
郎
次
橋

姿
川
下
流

姿
川
上
流

①

弥
五
郎
次
橋
集
合

②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪

農
村
環
境
改
善

東
田
橋
（
ア
メ
ニ

車
場
）
集
合

姿
橋
集
合

上
河
原
橋
集
合

雷
橋
集
合

箕
輪
橋
集
合

宮
前
橋
集
合

御
使
者
橋
集
合

紫
橋
集
合

東
田
橋
（
ア
メ
ニ

車
場
）
集
合

セ
ン
タ
ー
集
合

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
駐

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
駐

募
　
集

姿
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

河
川
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

河
川
へ
の
親
し
み
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
16
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
18
日
㈯

　

午
前
８
時
～
９
時
頃

■
場
所　
市
内
の
姿
川
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
全
線
を
11
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
作
業

し
ま
す
。

　

作
業
は
、
希
望
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
対
象

　

市
内
在
住
者
、
在
勤
、
在
学
者

■
申
込
期
限

　

11
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎（
32
）８
９
０
８

　
kensetsu@

city.
　
　
　
　
　

shim
otsuke.lg.jp

県
南
産
業
技
術
専
門
校

  ｢

技
能
講
習
会｣

の
開
催

■
講
座
内
容

○
技
能
検
定
準
備
講
習

　
（
機
械
検
査
２
級
）

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

　

12
月
４
日
㈪
、
５
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
受
講
料　

４
，
９
５
０
円

○
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

　

12
月
14
日
㈭
、
15
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
受
講
料　

４
，
９
５
０
円

■
申
込
締
切

　

各
講
座
開
催
日
の
10
日
前

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

　

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

5

小
学
生
た
ち
が
職
場
体
験
！

　

９
月
16
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮

支
社
主
催
で
職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
分
寺

地
区
の
３
つ
の
小
学
校
か
ら
児
童

と
保
護
者
15
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
普
段
は
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
小
金
井
駅
や
小
山
車
両

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
て
、
運
転
席

に
入
っ
た
り
、
屋
根
に
あ
が
っ
た

り
、
同
じ
電
車
で
も
車
両
に
よ
っ

て
違
う
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
床
下
か
ら
見
て
説
明
し
て
も
ら

う
な
ど
、
貴
重
な
体
験
に
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ド
ア
の
開
閉
を
体
験
し
た
り
、
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
部
品
に
触
れ
た
り
、

車
両
に
あ
る
ト
イ
レ
の
仕
組
み
を

説
明
し
て
も
ら
っ
た
り
と
貴
重
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
の
見
学
を
終
え
た

あ
と
、
電
車
の
前
に
全
員
が
集
合

し
て
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
一
生
の

思
い
出
に
残
る
一
日
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）８
８
８
６

職員の方の説明を熱心に聞く子どもたち

ドアの開閉の仕組みを体験
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相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

募　
　

集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

通
安
全
確
保

・
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
交
通
指
導

・
交
通
安
全
に
関
す
る
広
報
啓
発

活
動
の
推
進

・
市
の
各
種
行
事
に
お
け
る
交
通

整
理
や
誘
導

■
募
集
期
間　

　

12
月
１
日
㈮
〜
26
日
㈫

■
応
募
資
格

・
薬
師
寺
小
学
校
区
内
、
ま
た
は

そ
の
付
近
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

70
歳
未
満
の
方(

75
歳
定
年
制)

・
身
体
強
健
で
あ
っ
て
、
交
通
に

関
す
る
法
令
に
通
じ
、
指
導
力
を

有
す
る
方

・
市
が
指
定
す
る
場
所
で
交
通
指

導
が
で
き
る
方

・
毎
日
の
立
哨
の
他
、
市
内
各
種

行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

方■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
安
全
安
心
課
へ
直
接
提
出
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９
│
０
４
９
２

　

笹
原
26

　

安
全
安
心
課

　

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎(

32)

８
８
９
４

日
程
等
の
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
分
寺
西
小
学
校
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
国
分
寺
小
学
校
と
再
編

と
な
り
ま
す
の
で
、
通
学
は
１
年

間
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
許
可
通
知
等

　

平
成
30
年
１
月
末
日
ま
で
に
保

護
者
宛
て
通
知
し
ま
す
。

　

入
学
許
可
後
、
事
実
と
異
な
る

申
請
や
制
度
の
趣
旨
に
添
わ
な
い

事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
入
学
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎(

32)
８
９
１
８

　

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

児
童
等
の
登
校
時
の
交
通
安
全

確
保
の
た
め
、
交
通
指
導
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
名

■
報
酬　

月
額
６
万
円

■
勤
務
日

　

土
日
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

７
時
頃
か
ら
８
時
頃
ま
で(

登
校

時
間
帯
の
１
時
間)

■
採
用
時
期

　

平
成
30
年
４
月
か
ら

■
勤
務
（
立
哨
）
場
所

　

薬
師
寺
小
学
校
学
区
内

■
仕
事
内
容

・
児
童
、
園
児
等
の
登
校
時
の
交

　

小
規
模
特
認
校
制
度
に
よ
る

　

児
童
を
募
集
し
ま
す

　

小
規
模
特
認
校
に
指
定
さ
れ
て

い
る
細
谷
小
学
校
と
国
分
寺
西
小

学
校
の
平
成
30
年
度
入
学
の
児
童

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈬
〜
12
月
28
日
㈭

■
募
集
人
数　

５
名
程
度

※
受
付
期
間
終
了
後
も
申
請
者
数

が
募
集
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
就
学
条
件

・
１
年
間
以
上
の
通
年
通
学
が
で

き
る
こ
と

・
学
校
の
教
育
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
等
に
賛
同
、
協
力
で
き
る
こ
と

・
通
学
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

負
担
と
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と

■
申
請
方
法

　
「
小
規
模
特
認
校
就
学
申
請
書
」

を
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
各
小
規
模
特
認
校
、

教
育
総
務
課
窓
口
、
学
校
教
育
課

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
ま
す
。

■
留
意
事
項

　

申
請
に
際
し
て
は
、
事
前
に
保

護
者
と
児
童
で
学
校
見
学
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
見
学
に

つ
い
て
は
直
接
学
校
へ
連
絡
し
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

農
業
公
社
に
あ
る
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
提
出
願
い
ま
す
。

な
お
申
込
用
紙
は
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き
ま

す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
で
引
き
続
き
利
用
す
る

方
々
に
つ
い
て
は
、
現
在
利
用
し

て
い
る
区
画
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

11
月
20
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
12
月
18
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

　

(

公
財)

下
野
市
農
業
公
社

　

☎(

32)

８
９
５
１

　

市
民
農
園
は
、
野
菜
作
り
や
花

作
り
を
通
じ
て
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
農
業
体
験
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
目
指
す
と
と
も
に
、
都
市
と

農
村
の
交
流
を
促
進
し
、
農
業
・

農
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
利
用
期
間
（
2
年
間
）

が
終
了
し
ま
す
の
で
、
次
の
利
用

期
間
に
使
用
さ
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

■
名
称

　

市
民
農
園

■
所
在
地

　

薬
師
寺
２
８
５
０
番
地
１

■
利
用
者
組
織

　

市
民
農
園
利
用
者
の
会

 

(

入
会
が
条
件
と
な
り
ま
す)

■
利
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日

〜
32
年
3
月
31
日

■
募
集
区
画
数
等

　

20
㎡
〜
45
㎡
ま
で
の
８
サ
イ
ズ

１
０
２
区
画

■
利
用
料
等

　

年
額
１
㎡
当
り
２
０
０
円

※
決
定
通
知
は
、
２
月
末
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
。
利
用
者
説
明
会
は

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

広報しもつけ　2017.11

Shimotsuke
42



お
知
ら
せ

募　
　

集

くらしの情報

就　
　

職

相　
　

談

イ
ベ
ン
ト

　

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、
保
健
師
資
格
、

看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等
（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
１
，
２
０
０
円

②
短
時
間
勤
務
：
１
，
１
０
０
円

　

保
健
師
：
１
，
２
０
０
円

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）：

　

１
，
１
０
０
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分(

休

憩
時
間
60
分)

②
短
時
間
勤
務
：
４
時
間
〜

※
週
５
日
勤
務
、
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ

と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課
☎(

32)

８
９
０
３

就
職

　

学
校
で
英
語
を
教
え
る

　

外
国
人
を
募
集
し
ま
す

　

市
立
小
中
学
校
で
英
語
の
授
業

な
ど
を
補
助
す
る
外
国
語
指
導
助

手(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

若
干
名(

選
考)

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎(

32)

８
９
１
８

　
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　

県
内
の
労
政
事
務
所
で
は
「
働

く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
て
い
る
方
、

そ
の
ご
家
族
や
上
司
・
同
僚
の
方

か
ら
の
相
談
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
８
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分

※
偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
実
施

■
場
所

　

小
山
労
政
事
務
所

　

(

栃
木
県
小
山
庁
舎
内)

■
相
談
形
態

・
事
前
予
約
に
よ
る
面
接

・
電
話
相
談

 

１
回
の
相
談
時
間
50
分

■
相
談
予
約

　

相
談
希
望
日
の
３
日
前
ま
で

（
受
付
時
間
は
平
日
の
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

■
定
員

　

１
日
あ
た
り
３
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
労
政
事
務
所

　

☎(

22)

４
０
３
２

　
司
法
書
士
・
行
政
書
士
無
料
相
談

○
司
法
書
士
相
談

　

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登

記
、
多
重
債
務
、
１
４
０
万
円
を

超
え
な
い
民
事
裁
判
手
続
き
、
成

年
後
見
関
係
な
ど
。

■
日
時

　

11
月
８
日
㈬
、
12
月
13
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
時
間　

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名(
事
前
予
約
制)

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

本
多
絵
美　

☎(

37)
９
１
２
０

○
行
政
書
士
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
、
成
年
後
見
、
離
婚
等
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時

　

11
月
22
日
㈬
、
12
月
28
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
時
間

　

１
人
概
ね
30
分
間

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名(

事
前
予
約
制)

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎(

52)

２
３
５
０

相
談

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰
を
全
国
一

斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
ま
し
た
。

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
等
様
々
な
女
性
の
人
権

問
題
を
め
ぐ
る
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

　

強
化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権

問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

担
当
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

す
。

■
日
時

　

11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

全
国
共
通
番
号

 

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

　

☎
０
５
７
０(

０
７
０)

８
１
０

Assistant Language Teacher (ALT)
Position in Shimotsuke City
The Shimotsuke Board of Education is looking for ALT 
to work at public schools in Shimotsuke.
Please see the website of Shimotsuke City for further 
information.
Inquiry: The Shimotsuke school education division 
(Tel)32－8918
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

就　
　

職

相　
　

談

募　
　

集

お
知
ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　

生
徒
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
４
月
に
入
校
す
る
高

等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

中
学
校
卒
業
者(

見
込
み
含)

で

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

※
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方■
受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈬

〜
平
成
30
年
1
月
9
日
㈫

■
試
験
日(

１
次
試
験)

　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

■
試
験
種
目

　

筆
記
試
験(

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
、
作
文)

■
試
験
会
場

　

宇
都
宮
地
方
合
同
庁
舎

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎(

25)

４
７
６
３

　

自
衛
官
候
補
生

　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
３
・
４
月
に
入
隊
す

る
自
衛
官
候
補
生
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

　

11
月
28
日
㈫
ま
で

■
試
験
日

　

12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

■
試
験
種
目

・
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社

会
及
び
作
文
）

・
口
述
試
験

・
身
体
検
査

■
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
北
宇
都
宮
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎(

25)

４
７
６
３

■
応
募
方
法　

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
学
校
教
育
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間

　

11
月
13
日
㈪
〜
12
月
15
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時(

土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く)

■
選
考
方
法

　

一
次
審
査
を
書
類
選
考
と
し
、

二
次
審
査
の
面
接
試
験
を
平
成
30

年
１
月
に
行
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
発
表

　

平
成
30
年
２
月
に
選
考
結
果
を

郵
送
し
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31

年
３
月
31
日(

学
校
公
仕
は
４
月

１
日
〜
９
月
30
日
、
再
任
の
場
合

あ
り)

※
勤
務
状
況
に
よ
り
再
任
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
当
該
年
度
に
65

歳
到
達
の
方
は
再
任
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
☎(

32)

８
９
１
８

○
職
務
内
容

　

小
学
校
の
複
式
学
級
に
お
け
る

学
習
指
導
等
教
育
活
動
全
般
。

※
小
学
校
教
員
免
許
が
必
要

○
報
酬
額
等

・
日
額
１
２
，
０
０
０
円

・
交
通
費
等
の
諸
手
当
な
し

・
年
間
２
０
０
日
勤
務
（
夏
季
等

長
期
休
業
期
間
は
除
く
）

・
休
暇
７
日
間
、
他
夏
季
休
暇

・
社
会
保
険
適
用

④
学
級
支
援
指
導
助
手(

外
国
語

指
導)

○
職
務
内
容

　

小
学
校
担
任
等
と
の
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
英
語
活
動
、

外
国
語
活
動
の
授
業
を
行
う
。

○
報
酬
額
等

・
日
額
１
２
，
０
０
０
円

・
交
通
費
等
の
諸
手
当
な
し

・
年
間
70
日
勤
務(

夏
季
等
長
期

休
業
期
間
は
除
く)

・
休
暇
１
日
間

・
社
会
保
険
適
用
な
し

⑤
学
校
公
仕

○
職
務
内
容

　

学
校
環
境
の
整
備
業
務

○
報
酬
等

・
時
給
８
８
０
円

・
常
勤

・
休
暇
５
日
間(

６
か
月)

、
他
夏

季
休
暇

・
社
会
保
険
適
用

　

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
学
校

　

公
仕
募
集

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

勤
務
可
能
な
昭
和
32
年
４
月
２

日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
小
中
学
校

教
育
に
理
解
の
あ
る
方
。

■
募
集
職
種

①
学
校
生
活
支
援
員
（
介
助
）

○
職
務
内
容

　

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

の
介
助
や
学
校
安
全
管
理
の
補
助
。

○
報
酬
額
等

・
日
額
８
，
０
０
０
円

・
交
通
費
等
の
諸
手
当
な
し

・
年
間
１
９
０
日
勤
務
（
夏
季
等

長
期
休
業
期
間
は
除
く
）

・
休
暇
７
日
間
、
他
夏
季
休
暇

・
社
会
保
険
適
用

②
学
校
生
活
支
援
員
（
図
書
）

○
職
務
内
容

　

学
校
図
書
室
の
運
営
及
び
管
理

の
補
助
。

○
報
酬
額
等

・
日
額
８
，
０
０
０
円

・
交
通
費
等
の
諸
手
当
な
し

・
年
間
70
日
勤
務
（
夏
季
等
長
期

休
業
期
間
は
除
く
）

・
休
暇
１
日
間

・
社
会
保
険
適
用
な
し

③
学
級
支
援
指
導
助
手(

複
式
学

級)
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しもつけワードファインディングしもつけワードファインディング隠れた単語を
見つけ出せ！

・左の表から下のワードリストに載ってい
る単語を見つけてください。
・単語は上下左右斜めの八方向に一直線で
並んでいます。
・表内の文字は複数の単語によって共有さ
れる場合があります。
・全ての単語を見つけた後、使われなかっ
た文字を右から読んでいくと…

ワードリスト
アメリカ、イギリス、イタリア、イラン、インド、
オーストラリア、オーストリア、オランダ、カナ
ダ、キューバ、シンガポール、スイス、スペイン、
タイ、チェコ、チリ、トルコ、ドイツ、ドミニカ、
ニュージーランド、ネパール、フランス、ベトナ
ム、ペルー、ポーランド、ポルトガル、モナコ、ラ
オス、ルーマニア、ロシア

ヤ
キ

モ

イ

ラ
ダ

ト

イ

ル

アアリイ タ

ル

ス

ド
カ

バナ

リ ー オ
ラン ミ

ン

ン

ラ

リ
ニ

ラ

ドカメ

ニ ーー ジ リ
ア

ト
ド

ツ

ン

リ
ンフ

ガ
コ

ス
リ

ギ

ア

ム シ

ト

ン

ル ナコ
ス

ポロ

タ

ル

ダ
イ

ル
エ

パ ル

シ ー

キ モ
ユ

ペ

ユ

ポ ー
ナ チ オ

ス
ー

ー

ド マ オル

チ

ス

イガ ネベ

ン
オ

くらしの情報

輝
き
た
い
女
性
を
応
援
し
ま
す

し
も
つ
け
イ
ク
ボ
ス
合
同
宣
言

　

女
性
の
「
も
っ
と
仕
事
で

活
躍
し
た
い
。」、
男
性
の

「
も
っ
と
育
児
・
家
庭
に
関

わ
り
た
い
。」
等
の
思
い
を

応
援
し
、
支
援
す
る
存
在
が

イ
ク
ボ
ス
で
す
。
イ
ク
ボ
ス

が
い
る
組
織
は
、
誰
も
が
働

き
や
す
く
、
さ
ら
に
組
織
の

業
績
も
向
上
し
ま
す
。

　

下
野
市
長
、
石
橋
消
防
組

合
消
防
本
部
消
防
長
、
下
野

市
商
工
会
長
、
石
橋
商
工
会

長
が
合
同
で
、
し
も
つ
け
イ

ク
ボ
ス
合
同
宣
言
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
市
役
所
で
は
副

市
長
や
部
長
課
長
も
続
い
て

イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
行
う
予
定

で
す
。

　

こ
う
し
た
組
織
の
ト
ッ
プ

の
イ
ク
ボ
ス
宣
言
が
管
理
職

へ
の
刺
激
と
な
り
、
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

今
後
も
市
内
の
企
業
や
団

体
に
イ
ク
ボ
ス
が
増
え
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
や
女
性
の
活
躍
が
ま
す
ま

す
推
進
さ
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
取
り
扱
い

に
ご
注
意
！   

　

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
、

身
近
な
製
品
で
と
て
も
便

利
で
す
が
、
一
方
で
髪
の
毛

が
吸
い
込
ま
れ
、
外
れ
な
く

な
っ
た
り
、
コ
ー
ド
か
ら
発

煙
、
発
火
し
た
り
す
る
事
故

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

標
準
型
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー

吹
き
出
し
口
の
反
対
側
に
は
、

吸
い
込
み
口
が
あ
り
、
髪
の

毛
が
巻
き
込
ま
れ
抜
け
な
く

な
っ
た
り
、
抜
け
て
も
焦
げ

た
り
縮
れ
た
り
し
て
し
ま
う

と
い
っ
た
事
例
が
あ
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
使
用
後
に
ヘ
ア
ド

ラ
イ
ヤ
ー
本
体
に
コ
ー
ド
を

巻
き
付
け
て
保
管
し
た
り
す

る
と
、
コ
ー
ド
が
曲
が
っ
た

り
、
ね
じ
れ
た
り
し
て
損
傷

し
、
発
煙
や
発
火
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
な
使
い
方
は
わ

か
っ
て
い
て
も
、
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
む
な
ど
、
注
意

事
項
等
を
正
し
く
理
解
し
て

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎(

44)

４
８
８
３

　

市
役
所
２
階 

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
２
８(

６
２
５)

２
２
２
７

消費生活
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わかるかな？

まちがいさがし
２枚の写真には違っているところが
３つあります。見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）
※答えは 47ページ
プチハピしもつけホームページ▶



くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

http

：//w
w
w
.school.shim

otsuke.ed.jp/index.htm

11月
November

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

■刃物研ぎ　午前９時～午後２時

■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

■時間　午後１時30分～３時30分
　　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～４時30分

■問い合わせ先
　商工観光課☎32－8907

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

（　　　　 ）

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日 きらら館は
トレーニング室

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

固定資産税・都市計画税 ３期
国民健康保険税 ５期
介護保険料 ５期
後期高齢者医療保険料 ５期
国民年金保険料 10月分

↑携帯電話用
ＱＲコード

おもちゃの図書館
ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

日時
場所

11㈯・25㈯
南河内児童館

■納期限　11月30日㈭

番号・医療機関名・所在地

■夜間休日急患診療所

■休日急患歯科診療所

救急告示医療機関当番（一次急患）

■とちぎ子ども救急電話相談　☎＃8000
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－600－0099）
月～土曜日：18時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（８時～翌朝８時）
■とちぎ救急医療電話相談（大人の救急電話相談）☎＃7111
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－623－3344）毎日 18時～ 22時
急な病気やけがに関する家庭での対処方法や救急医療の受診の目安などを看護師がアドバイスします。

　

一次救急医療機関情報

◉平日・日曜日　17:00～翌日9:00
◉土曜日・祝日の前日（　　　 の部分）17:00～翌日17:00
カレンダー内番号が当番医療機関です。事前に電話で確認してください。

しもつき

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32－8886

①小金井中央病院下野市小金井2-4-3
　☎44－7000
②石橋総合病院 下野市下古山1-15-4
　☎53－1134　※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2-7-18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

5 6 7 8 9 10 11
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
12 13 14 15 16 17 18
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
19 20 21 22 23 24 25
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
26 27 28 29 30
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

平日・土曜日　19時～22時
日曜、祝日、振替、年末年始

（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～17時、
18時～21時
診療科目：内科、小児科
事前に電話で確認してくださ
い。
☎0285‒39‒8880

日曜、祝日、振替、年末年始
（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～16時
☎0285‒39‒8881
所在地：小山市神鳥谷2251-7
（小山市健康医療介護総合
支援センター内）

シルバー人材センター
（薬師寺1949）
小金井駅東口

14日㈫

21日㈫

シルバー人材センター
（薬師寺1949）15日㈬

天平の丘

花広場

天平の丘

花広場

JA小山女性会国分寺支部

お話ポケットの会

下野市勤労者協議会

陶芸クラブ

11 

月

12 

月

会場：ゆうゆう館

会場：石橋公民館

会場：南河内図書館２階

一般相談・総合相談
11月７日・14日・21日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　11月28日㈫
法律相談 11月９日㈭

一般相談・総合相談
11月６日・13日・20日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　11月27日㈪

一般相談・総合相談
11月10日・17日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　11月24日㈮

国
分
寺
会
場

石
橋
会
場

南
河
内
会
場

ふれあい館 ☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

ゆうゆう館 ☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

きらら館 ☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

霜月
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くらしの情報

①
カ
ン
ピ
く
ん　

②
プ
チ　

③
「
し
」
が
な
す

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

下野市公式
ツイッター

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke

目次　Contents
２  Shimotsuke-City Topics　まちの話題

５  下野市奨学生募集

６  シティプロモーション専用サイト
　  「プチハピしもつけ」

７  シティプロモーションアニメ制作決定

８  交流によるまちづくりを推進
　  国内交流・国際交流

10  連携婚活バスツアー

11  しもつけふくしフェスタ2017

12  

14  保健だより H
ea

lth
 Information

保健便り Health Information
ヘルスインフォメーション

16  

18  国民年金だより

19  COOL CHOICEとちぎ

21  新・下野市風土記

22  図書館だより

23  読書人

24  

27  秋の火災予防運動

28  くらしの情報（イベントカレンダー）

46  11月のカレンダー

48  国際交流員マシアスのコラム

　

日
本
建
築
大
工
技
能
士
会
に
よ
っ
て
１
９

９
９
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
が
「
大
工
さ
ん
の
日
」
に
な
っ
た
理

由
は
深
く
、「
11
月
が
国
の
職
業
能
力
開
発
促

進
月
間
で
あ
る
こ
と
」
や
「
漢
字
で
十
一
と
書

く
と
こ
れ
が
技
能
士
の
『
士
』
に
見
え
る
こ

と
」、「
こ
の
日
が
大
工
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

る
聖
徳
太
子
の
月
命
日
で
あ
る
こ
と
」、「
11
は

２
本
の
柱
、
二
十
二
の
二
は
土
台
と
梁
や
桁
、

十
は
間
柱
と
貫
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る

こ
と
か
ら
軸
組
の
構
造
体
を
表
し
て
い
る
こ

と
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
11
月
22
日
と
い
う
日

は
大
工
と
と
て
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
日

だ
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
口
に
大
工
と
言
っ
て
も
役
割
に
応

じ
て
様
々
な
作
業
を
行
う
大
工
さ
ん
が
い
ま

す
。
一
般
的
な
住
宅
を
建
て
る
の
が
「
建
て
方

大
工
」と「
造
作
大
工
」で
す
。「
建
て
方
大
工
」

が
家
の
基
礎
的
な
骨
組
を
作
り
あ
げ
、
そ
の
後

「
造
作
大
工
」
が
家
の
中
の
内
装
な
ど
を
組
み

上
げ
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
作
業
を
分
担
し

て
い
ま
す
。
他
に
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
型

枠
を
専
門
に
作
っ
て
組
み
立
て
る
「
型
枠
大

工
」
や
一
般
住
宅
で
は
な
く
寺
社
仏
閣
を
作
っ

た
り
、
修
繕
を
し
た
り
す
る
「
宮
大
工
」
な
ど

様
々
な
大
工
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
大
工
の
高
齢
化
や
人
口
の
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
伝
統
的

な
家
屋
を
建
築
す
る
た
め
の
技
術
は
世
界
的

に
評
価
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
も
の
な
の

で
、
後
世
に
残
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今月の何の日

11
月
22
日

大
工
さ
ん
の
日

環境トピッ
クス

今月
表紙
の

45Pのしもつけワードファインディングの答え

答えは、ヤキイモ
　　　　（焼き芋）

ヤ
キ

モ

イ

ラ
ダ

ト

イ

ル

アアリイ タ

ル

ス

ド
カ

バナ

リ ー オ
ラン ミ

ン

ン

ラ

リ
ニ

ラ

ドカメ

ニ ーー ジ リ
ア

ト
ド

ツ

ン

リ
ンフ

ガ
コ

ス
リ

ギ

ア

ム シ

ト

ン

ル ナコ
ス

ポロ

タ

ル

ダ
イ

ル
エ

パ ル

シ ー

キ モ
ユ

ペ

ユ

ポ ー
ナ チ オ

ス
ー

ー

ド マ オル

チ

ス

イガ ネベ

ン
オ

　市政懇談会「市長のいきいきタウ
ントーク」は、10月12日にきらら館、
13日に薬師寺コミュニティセンター、
14日にゆうゆう館で開催し、165人の
皆様においでいただきました。
　市長から市政の報告をさせていた
だき、その後、市民の皆さんのご意
見をいただきました。市に対して貴
重なご意見をたくさんいただきありが
とうございました。
　今後はいただいたご意見をもとによ
り良い市政を行っていきます。
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国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

［
 広
報
し
も
つ
け
 ］

■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課

■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
笹
原
26　

■
TEL:0285-32-8886 ／

 FAX:0285-32-8606

■
URL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

TAKE FREE
広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。

PC・スマホ
市ホームページ

平
成
29年

11月
号

■人口と世帯（10月１日現在）
　　人口／60,299人（＋15）、 男性／29,918人（＋9）、 女性／30,381人（＋6）、 世帯数／23,648世帯（＋32）

●
い
つ
か
ら
働
く
？

　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
の
事
情
　

　

日
本
で
は
高
校
や
大
学
を
卒

業
す
る
年
に
就
職
す
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
ド
イ
ツ
で
は

就
職
す
る
時
期
が
日
本
よ
り
も

遅
い
傾
向
で
し
た
。
し
か
し
、

最
近
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
日

本
と
同
じ
よ
う
な
年
齢
で
就
職

す
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
の
就
職
年
齢
を

遅
ら
せ
て
い
た
理
由
に
は
、
教

育
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
修
学

期
間
が
長
か
っ
た
た
め
、
他
国

と
比
べ
て
大
学
の
卒
業
年
齢

が
高
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

２
０
０
０
年
、
よ
り
早
く
就
職

で
き
る
よ
う
に
修
学
期
間
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
大
学
の

期
間
が
そ
れ
ま
で
の
５
〜
８
年

か
ら
３
〜
５
年
に
短
く
な
っ
た

の
は
、
大
き
な
違
い
で
す
。

　

ま
た
、
二
つ
目
が
兵
役
制
度
で

す
。
ド
イ
ツ
で
は
長
年
、
18
歳

以
上
の
男
性
は
ド
イ
ツ
連
邦
軍

で
の
数
ヶ
月
間
の
兵
役
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
し

軍
で
の
兵
役
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
、

保
育
所
な
ど
、
主
に
社
会
福
祉

の
分
野
で
奉
仕
活
動
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

海
外
で
奉
仕
活
動
を
す
る
こ

と
も
で
き
て
、
私
の
友
人
は
な

ん
と
日
本
で
奉
仕
活
動
を
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
１
年
に
就

職
年
齢
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、

兵
役
が
男
性
だ
け
に
課
せ
ら
れ

て
い
た
こ
と
、
奉
仕
活
動
の
費

用
が
国
の
予
算
を
圧
迫
し
て
い

た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
、
兵
役

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
役
の
廃
止
に
は
た
く
さ
ん

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
兵
役
を
希
望
し
な
い

場
合
の
奉
仕
活
動
も
廃
止
さ
れ

た
の
で
、
社
会
福
祉
の
分
野
で

働
き
手
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
で
は
奉
仕

活
動
の
制
度
だ
け
を
復
活
さ
せ

て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
現
場

で
働
く
こ
と
に
よ
り
、
成
熟
し

た
人
格
を
養
お
う
と
い
う
の
で

す
。
現
在
、
兵
役
は
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
自
主
的
に
社
会
福

祉
の
分
野
で
奉
仕
活
動
を
す

る
学
生
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
奉
仕
活
動
は
日

本
で
広
ま
る
と
思
い
ま
す
か
。

私
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
私

が
見
る
に
、
日
本
の
学
生
は
卒

業
す
る
と
す
ぐ
就
職
し
た
い
よ

う
に
み
え
ま
す
。

ド
イ
ツ
風

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
き
ま
し
た
！
今
年
も

下
野
市
国
際
交
流
協
会
は
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
演
奏
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
物
語
の
読
み
聞
か
せ
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
ほ
か
、
ド

イ
ツ
料
理
を
ご
用
意
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

■
日
時

　

12
月
10
日
㈰

　

午
後
４
時
〜
６
時

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館

■
定
員

　

70
名

■
参
加
費

　

国
際
交
流
協
会
会
員

　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

一
般　
　

３
，
０
０
０
円

※
小
学
生
は
半
額
、
未
就
学
児

は
無
料
。
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

11
月
13
日
㈪
〜
30
日
㈭

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー

作
り 

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

　

ド
イ
ツ
発
祥
と
い
わ
れ
る
ア

ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
ま
で
の
日
数
を
数
え

る
た
め
の
特
別
な
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す
。

　

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ

ん
と
一
緒
に
ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
っ
て
、
一
味
違
う

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

■
日
時　

11
月
23
日（
木
・
祝
）　

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

　
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
名

■
参
加
費　

作
品
一
つ
に
つ
き

　

一
般
：
５
０
０
円

　
国
際
交
流
協
会
会
員
：
４
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す

■
申
込
期
間

　

11
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

■
持
ち
物

　

は
さ
み
、
の
り
、
お
菓
子

※
お
菓
子
は
個
別
包
装
さ
れ
て

い
る
小
さ
い
お
菓
子
を
24
個
以

上
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
等
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン 

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
子

ど
も
連
れ
の
方
で
も
気
軽
に
参

加
い
た
だ
け
る
英
会
話
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
国
際
交

流
員
と
一
緒
に
、
遊
び
な
が
ら

気
軽
に
英
会
話
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？ 

■
日
時　

①
12
月
７
日
㈭　

　

午
前
10
時
〜
11
時

②
12
月
21
日
㈭　

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所

　
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

　

た
だ
し
参
加
者
は
国
際
交
流

協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま

す
（
年
会
費
１
，
０
０
０
円
）。

■
定
員

　

①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７


